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織
組
灘
鱗
職
講
融
灘
蛾
醗
難
讐

　
　
　
　
市
叢
耀
、
糧
．
騰
輪
壕
．
鷹

　
こ
の
ほ
と
、
旧
織
物
組
合
加
工
部

敷
地
（
高
田
町
二
）
を
、
市
営
無
料

ガ
し
こ
い
消
婁
讐

も
多
わ
た
の

　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ

ジ
木
綿
わ
た

e
　
　
　
天
然
繊
維
の
綿
花
が

　
　
壬
原
料
で
す
。
吸
湿
性
、

ら
棚
難
膨

黛
纏
講
嚇

裟
蒼
・
慈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

駐
車
場
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
パ
か

ら
利
用
し
イ
、
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
駐
車
場
は
、
面
積
約
．
、
、
千
平

方
牌
、
収
容
台
数
約
百
台
で
、
市
中

心
部
と
も
近
く
、
買
物
等
に
便
利
な

場
…
所
と
い
ズ
、
ま
す
、

　
し
か
し
，
駐
車
場
の
収
容
台
数
は

屋
店謄
d

→西川　
踏
切

高
田
町
＋
日
町
駅

　
　
　
　
　
↓

　
　
　
／

膨
〃
／

　
　
／

り通町田高

　
　
で
館

　
　
か
旅

　
　
む
や

司寿力

＼

昭
和
町
通
り

榊

」

限
ら
れ
て
お
り
、
人
勢
の
人
達
か
ら

こ
利
用
い
た
た
・
＼
た
め
、
つ
ぎ
の
使

用
条
件
を
定
め
ま
し
た
．
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

市
営
無
料
駐
車
場
の
使
用
条
件

目
だ
れ
で
も
駐
車
で
き
ま
す
が
、
車

庫
か
わ
り
の
駐
車
は
禁
止
し
ま
す
．

■
駐
車
は
通
路
を
確
保
し
、
他
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
正
し
い
駐
車
を
し

て
く
た
さ
い
．
、

■
施
設
内
で
の
損
傷
や
盗
難
等
の
責

任
は
負
い
ま
せ
ん
。

■
駐
車
料
は
無
料
で
す
。

圏
使
用
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午

後
九
時
ま
で
．
但
し
二
時
間
以
上
の

駐
車
は
禁
止
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を

開
催

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

五
十
二
年
度
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

相
談
内
容

麟
整
形
外
科
の
医
師
に
北
る
医
療
相

　
談
。

■
施
設
入
所
相
談

■
生
活
相
談

（
な
お
、
相
談
来
所
の
際
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く

だ
さ
い
）

期
日
　
十
月
十
八
日
（
火
）
受
付

午
前
十
時
～
午
後
四
時
ま
所
、

会
場
　
中
条
地
区
公
民
館
（
中
条
旭

町
バ
ス
停
留
所
前
）

十
日
町
公
園
計
画
を
縦
覧

　
十
日
町
公
園
造
成
工
事
を
都
市
計

画
事
業
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、
十

月
十
八
日
ま
で
、
市
役
所
建
設
課
で
関

係
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一

団
　
二
万
五
千
六
百
五
十
三
円
▼
早

稲
田
大
学
劇
団
て
あ
と
ろ
5
0
　
一
万

八
百
二
十
五
円
▼
消
費
者
協
会
十
日

町
支
部
　
六
千
九
百
七
十
九
円
▼
上

村
順
平
（
太
田
島
第
二
）
五
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
村
武
正
雄
（
本
町

五
）
一
万
円
▼
滝
沢
恒
二
郎
（
本
町

一
上
）
三
千
円
▼
匿
名
　
一
、
一
千
円
▼

村
山
嘉
一
（
岩
野
）
三
万
円
（
香
典

返
し
）
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
百

姦祷鰯
驚尊殿

　
市
民
課
は
正
面
玄
関
か
ら
入
っ
た

）
…
は
か
り
の
左
側
に
位
置
し
三
係
と
行

心
政
相
談
部
門
が
置
か
れ
総
員
二
十
名

ハ
て
次
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
．

～
　
市
民
係
　
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳

ヤ

〃
に
関
す
る
出
生
届
、
死
亡
届
、
住
民

・
異
動
届
（
転
入
、
転
出
、
転
居
等
）

（へ

等
の
受
付
、
謄
抄
本
、
証
明
書
の
交

オ

～
付
、
印
鑑
登
録
及
び
証
明
書
の
交
付

κ
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
、
国
民
健
康

㎜
保
険
被
保
険
者
の
資
格
、
取
得
、
喪

　
失
、
変
更
届
の
受
理
な
ど
．

　
　
事
務
係
　
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳

鞠
係
の
内
部
事
務
処
理
、
合
動
態
、

円
▼
十
日
町
三
階
節
保
存
会
　
手
拭

五
本
▼
碓
井
重
三
（
小
千
谷
市
）
サ

ロ
ン
パ
ス
五
↑
箱
（
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
）

幽
レ

⑬
““
蝿。

LO》」

勺
、

久P

仏

、
簗

グ

轡
　
　
（
～

　
　
へ
　
　
η

　
　
　
　
　
ン

　
　
（
（
（

　
　
（
（
（
（

向
．縦

㊥、．（q　●ぐ）一

Q一

㊥　N　ヤ　　づρ06
　脳

舗

一、日

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
十
九
日
㊧
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
鉢
・
中
手
・
▼
十
月
二

十
四
日
⑤
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

山
本
四
・
五
丁
目
の
一
部
▼
十
月

二
十
八
日
㊧
　
午
前
七
時
半
～
午
前

十
一
時
半
ま
で
　
市
之
沢
・
嘉
勝
・

轟
木
・
焼
野
・
池
谷
・
入
山
・
新
水

蕨
平
・
三
ツ
山
・
上
田
原
・
美
女
木

軽
沢
・
魚
之
田
川
・
慶
地
・
宇
田
ヶ

沢
・
菅
沼
・
山
新
田
・
小
貫
・
殿
畑

東
枯
木
又
・
西
枯
木
又
　
▼
十
月
二

十
八
日
＠
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

半
ま
で
　
田
麦
・
六
箇
野
中
・
ニ
ツ

屋
・
船
坂
・
池
沢
・
源
田
・
辰
ヶ
平

塩
ノ
又
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

自
衛
官
募
集
、
外
国
人
登
録
事
務
、
㎜

既
決
犯
罪
人
関
係
事
務
な
ど
．
　
｝

　
国
民
年
金
係
　
拠
出
制
国
民
年
金
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸
）

及
び
福
祉
年
金
に
関
す
る
こ
と
で
年
い
在

金
保
険
料
徴
収
・
検
認
・
年
金
委
員
皿
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
日

年
金
制
度
の
趣
旨
普
及
、
年
金
給
付
　
1

な
ど
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

行
政
相
談
市
民
の
方
．
確
種
議

相
談
、
要
望
、
苦
情
等
の
相
談
　
寡

　
以
上
が
主
な
る
仕
事
で
す
が
特
に
　
4

次
藻
察
羅
蔀
鑑

は
七
日
以
内
、
転
入
、
転
居
届
は
十
積

四
日
以
内
・
印
鑑
量
録
は
本
人
が
お
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

い
で
に
な
れ
ば
手
続
は
簡
単
で
す
。
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脹
購
躍
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

　
　
　
　
校
が
日
ね
れ
を

で
　
学
ド
2
3
兼
さ
戦
　
　
世

ド
●
中
ン
月
を
催
熱
　

レ

　
ン
”
沢
ウ
9
さ
開
て
。
3

広いグラウ
　運動会・…

　このほど水

に新しくグラ

完成。快晴の

グラウンド開

た大運動会が

紅臼に分かれ1

展開しました

田市勢／人ロ…50，451人（男24，668・女25，78

多彩な内容に人気
　　　第3回市民芸能祭

翻拶
11輪㎞
　　　□253号口編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認”∫（1部6円）
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は

万全ですか
　最近市内で火災力湘次いで発生しています。全国

的にも、昨年の酒田市の火災をはじめとして、10・

11月は火災多発シーズンといえます。

　尊い生命や財産を一瞬のうちに灰にしてしまう恐

ろしい火災を、家庭や職場でひとりひとりが火の元

点検に心がけ、防止に努めましょう。

　
十
日
町
地
域
消
防
署
は
、
十
一
月

一
日
～
七
日
ま
で
を
秋
季
火
災
予
防

運
動
期
間
と
し
て
、
幼
児
、
老
人
の

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
、
自
主
防
火

管
理
体
制
の
確
立
を
重
点
に
、
防
火

宣
伝
、
事
業
所
立
入
検
査
、
消
火
器

の
使
い
方
の
指
導
な
ど
、
幅
広
い
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
寒
さ
が
一
段
と
き
び
し
く
な
る
こ

れ
か
ら
も
、
暖
房
器
具
の
点
検
整
備

月　日 時　　間 災害場所 盆」、満 出　火　原　因

4月6日 午後6時30分 北鐙坂 蟄 いろりの火の不始末

8月31日 午後4時50分 寿町4丁目 半焼 タバコの不始末

9月14日 午前7時35分 南　雲 全焼 焚火の火の粉

10月3日 午前2時20分 南鐙坂 鑛 タバコの不始末

10月13日 午後5時25分 南鐙坂 半焼 天ぶら揚容器の取扱不注意

10月23日 午後10時10分 南　雲 全焼 煙突の過熱

な
ど
、
家
庭
や
職
場
で
こ
の
運
動
を

継
続
し
、
火
事
の
な
い
明
る
い
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
の
注
意
事
項

■
幼
児
や
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出

す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
．

■
幼
児
や
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法

を
考
え
よ
う
。

■
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
行

お
う
。

■
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
よ
う
。

ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意
し

よ
う
。

日
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
責
任

を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し

よ
う
。

■
一
日
一
回
は
、
防
火
に
つ
い
て
反

省
し
ょ
う
。

　
職
場
で
の
注
意
事
項

■
職
場
ぐ
る
み
で
、
消
火
、
通
報
及

び
避
難
訓
練
を
行
お
う
。

■
消
防
用
設
備
等
を
総
点
検
し
、
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。

■
非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

■
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
の
防

火
意
識
を
高
め
よ
う
。

■
複
合
用
途
ビ
ル
入
居
者
は
、
共
同

防
火
に
つ
い
て
お
互
い
に
責
任
を
果

た
そ
う
。

とお∬9豊③

最近の火災発生状況

火
災
発
生
原
因

　
　
タ
バ
コ
の
不
始
末
が
ト
ッ
ブ

　
こ
と
し
の
十
日
町
地
域
の
火
災
発

生
状
況
（
円
グ
ラ
フ
①
）
は
、
九
月

三
十
日
現
在
で
す
で
に
二
士
．
一
件
。

十日町地域の火災発生状況①
　　　　　　（52年9月3‘）目現窪）

里
村
1

「　十日町市

　　　　　12

　　合計
　　23件
1西町
　4　　津南町
＼　　　　6

騨，

火
を
消
す
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
離
す
ち
目
と
心

活
躍
す
る
救
急
自
動
車

　
急
病
人
や
交
通
事
故
の
発
生
等
で

活
躍
す
る
の
が
救
急
自
動
車
。
救
急

自
動
車
は
、
昼
夜
の
別
な
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
城
広
域
事
務
組
合
で
は

昭
和
五
十
二
年
九
月
三
十
日
現
在
の

救
急
自
動
車
出
場
状
況
を
ま
と
め
ま

し
た
。
（
下
表
参
照
）

　
救
急
出
場
回
数
は
、
年
々
増
加
し

て
お
り
、
特
に
去
る
八
月
六
日
（
土
）

八
時
半
か
ら
七
日
（
日
）
八
時
半
ま
で

の
二
十
四
時
間
に
は
、
本
署
管
内
だ

け
で
も
九
回
の
出
場
と
い
う
異
常
事

態
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
出
場
の
事
故
種

別
を
み
る
と
、
急
病
に
よ
る
も
の
が

二
百
六
十
七
件
で
ト
ッ
プ
。
つ
い
で
、

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
百
八
十
九
件
、

一
般
負
傷
百
三
十
二
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

救
急
自
動
車
の
正
し
い
ご
利
用
を
1

　
救
急
自
動
車
は
、
原
則
と
し
て
何

か
の
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
病
気

に
な
っ
て
緊
急
に
病
院
へ
運
ぶ
必
要

の
あ
る
場
合
に
出
場
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
緊
急
で
も
な

離急官動車出場然況
　　　　　　㌣9月二鋤口現在

…
　
火
名
流
　

っ
　
は
か
　
一

一
　
・
町
、
　
に
　
き
て
　
一

一
し
こ
あ
火
と
つ
・

濯
鴛
嚇
騨
蕊
㎜

一
カ
ィ
る
建
初
か
て
一

一
し
タ
え
る
　
　
ら
ナ
　
・

…
の
歎
拡
融
　
獺
　
鋤
舳
黒

…
報
確
り
標
　
き
　
電
鍵
登

…
通
翻
憾
悶
　
で
　
赫
諭
緒

㎜
番
…
…
鶴
髄
。
凝
　
澱
嘘
蔦

一
9
て
所
、
に
着
　
の
か
生

…
－
い
場
や
ず
到
。
ど
人
ヤ
…
・

一
－
着
生
名
れ
隊
る
な
の
イ
一

一
　
ち
発
落
忘
防
め
店
店
ダ
一

一
　
落
災
部
ら
消
と
商
お
ら
…

…
　
①
　
　
　
②
　
③
　
　
一

い
の
に
救
急
車
を
呼
び
、
自
分
の
都

合
だ
け
で
遠
く
の
病
院
へ
連
れ
て
い

け
と
か
、
二
・
三
日
風
邪
で
寝
て
い

た
が
良
く
な
ら
な
い
の
で
救
急
車
を

要
請
す
る
と
か
、
救
急
車
で
行
け
ば

日
曜
日
で
も
診
察
し
て
も
ら
え
る
等
、

誤
っ
た
考
え
で
救
急
自
動
車
を
要
請

す
る
方
が
い
ま
す
。

　
救
急
自
動
車
も
台
数
に
限
度
が
あ

市町村別 出場件教 搬送件数 不搬送件数 搬送人員

十日町市 445 405 40 427

川西町 89 87 2 95

津南町 130 123 7 133

中里村 21 16 5 19

合　計 685 631 54 674

8月6・7日の出場状況（本署管内）

繋

建
物
千
四
十
三
平
方
材
、
林
野
三
十

七
ア
ー
ル
な
ど
を
焼
失
し
、
損
害
額

千
四
百
七
十
四
万
六
千
円
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と

件
数
で
は
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
す
が
、

昨
年
の
建
物
火
災
士
．
一
件
に
対
し
て

今
年
度
十
七
件
と
、
建
物
火
災
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え

ま
す
。

　
ま
た
、
原
因
別
に
み
る
と
、
タ
バ

コ
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
五
件
で
ト

ッ
プ
、
続
い
て
石
油
関
係
器
具
等
に

よ
る
も
の
四
件
、
豆
炭
取
扱
不
始
末
、

た
き
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
三
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
に
は
、
タ
バ
コ
や
石
油

器
具
類
な
ど
に
つ
い
て
の
ふ
だ
ん
の

注
意
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

原因別発生件数
　　　　（52年9月30日現在

不明

3
タバコび）

　　不始末

5

石油関係

　器具等

　4

計
件

合
2
3

　
末
の
始
火
不
3

キ
」た

天ぶド）油・

ガス火引火
　2

　　　豆炭取扱
　　　　不始末

　　　　　3

り
ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
と
き
本
当
に

救
急
自
動
車
の
必
要
な
事
故
が
起
き

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
必
要
な
と
き
に
十
分
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
救
急
自
動
車
の
正
し
い
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
ホ
。

　
　
房

月　日 発　生　場　所 覚知時刻 事故種別

8月6日 国道253号線高山バ
イパス

9時19分 交通事故

〃 稲荷町3丁目（西線） 9時32分 〃

〃 大黒沢第2 11時27分 急　病

〃 西寺町 14時11分 交通事故

〃 稲　葉 14時56分 一般負傷

〃 山本5丁目 20時24分 交通事故

〃 〃 21時23分 〃

8月7日 国道252号線轟木橋 2時59分 〃

〃 姿 5時06分 〃

　
1
の
末
火
始
リ
不

ロイ　
　
ワ
一

　
　
等

　
　
線

　
び
配

　
及
具

　
線
器

　
外
気

　
赤
電

石油ストーブの正しい使い方
　ストーブによる火災の原因ではストーブの

周囲に燃えやすいものがあった。消し忘れた。

転倒させた。などが大半を占めています。

　またストーブの種類別では、石油ストーブ

が最も多く1830件、ついで電気ストーブが265

件となっています。（50年全国統計）

　石油ストーブを使うときは、

①火をつけたままの給油は絶対に行わない。

②給油は、油量計を見ながら行い、こぼれな

　いようにする。

③給油口のフタはキチンと閉めておく。

④こぼれた油は必ずふきとる。

⑤点火は、油漏れがないことを確認してから

　行う。

⑥使用中のストーブを持ち運んだり、ゆすっ

　たりしない。

⑦近くに引火しやすいものを置かない。

⑧障子、カーテンなどから30センチ以上離し

　て使う。

⑨耐震自動消火装置を必ずセットして使用す

　る。

”
火
の
用
心
”

　
市
消
防
後
援
会
で
は
、
防
火
思
想

普
及
の
た
め
「
火
の
用
心
」
習
字
を

募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

つ
ぎ
の
児
童
、
生
徒
の
作
品
が
入
賞

し
ま
し
た
。

　
【
小
四
年
】
金
賞
　
阿
部
司
（
下

条
）
　
銀
賞
　
宮
沢
智
子
（
水
沢
）

本
間
寿
（
西
）
　
銅
賞
　
草
野
靖
子

（
川
治
）
桑
原
千
代
（
西
）
葉
葺
良

久
（
水
沢
）
　
【
小
五
年
】
金
賞

富
井
美
和
（
川
治
）
　
銀
賞
　
庭
野

由
美
子
（
西
）
羽
龍
孝
子
（
西
）

銅
賞
　
小
岸
弘
（
水
沢
）
三
谷
貴
子

（
水
沢
）
中
沢
久
美
子
（
川
治
）

【
小
六
年
】
金
賞
　
中
町
透
．
（
川
治
）

銀
賞
　
生
越
隆
子
（
下
条
）
根
津
千

江
子
（
水
沢
）
　
銅
賞
　
長
津
裕
子

（
川
治
）
佐
藤
理
恵
（
中
条
）
上
村

奈
智
子
（
水
沢
）
　
【
中
一
年
】
金

賞
池
田
絹
子
（
十
日
町
）
銀
賞

藤
木
真
弓
（
南
）
鈴
木
裕
（
十
日
町
）

習
字
入
賞
者

　
銅
賞
　
徳
永
美
和
（
南
）
滝
沢
真
之

　
（
十
日
町
）
　
樋
口
智
子
（
十
日
町
）

　
【
中
二
年
】
金
賞
　
庭
野
由
記
子

（
南
）
　
銀
賞
　
池
田
か
お
る
（
南
）

上
村
寧
子
（
南
）
　
銅
賞
　
桑
原
　

之
（
十
日
町
）
中
町
棺
（
南
）
滝
沢

千
恵
（
十
日
町
）
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は

万全ですか
　最近市内で火災力湘次いで発生しています。全国

的にも、昨年の酒田市の火災をはじめとして、10・

11月は火災多発シーズンといえます。

　尊い生命や財産を一瞬のうちに灰にしてしまう恐

ろしい火災を、家庭や職場でひとりひとりが火の元

点検に心がけ、防止に努めましょう。

　
十
日
町
地
域
消
防
署
は
、
十
一
月

一
日
～
七
日
ま
で
を
秋
季
火
災
予
防

運
動
期
間
と
し
て
、
幼
児
、
老
人
の

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底
、
自
主
防
火

管
理
体
制
の
確
立
を
重
点
に
、
防
火

宣
伝
、
事
業
所
立
入
検
査
、
消
火
器

の
使
い
方
の
指
導
な
ど
、
幅
広
い
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
寒
さ
が
一
段
と
き
び
し
く
な
る
こ

れ
か
ら
も
、
暖
房
器
具
の
点
検
整
備

月　日 時　　間 災害場所 盆」、満 出　火　原　因

4月6日 午後6時30分 北鐙坂 蟄 いろりの火の不始末

8月31日 午後4時50分 寿町4丁目 半焼 タバコの不始末

9月14日 午前7時35分 南　雲 全焼 焚火の火の粉

10月3日 午前2時20分 南鐙坂 鑛 タバコの不始末

10月13日 午後5時25分 南鐙坂 半焼 天ぶら揚容器の取扱不注意

10月23日 午後10時10分 南　雲 全焼 煙突の過熱

な
ど
、
家
庭
や
職
場
で
こ
の
運
動
を

継
続
し
、
火
事
の
な
い
明
る
い
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
の
注
意
事
項

■
幼
児
や
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出

す
る
こ
と
は
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
．

■
幼
児
や
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法

を
考
え
よ
う
。

■
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
行

お
う
。

■
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
よ
う
。

ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意
し

よ
う
。

日
自
分
が
使
う
火
は
消
す
ま
で
責
任

を
も
ち
、
そ
の
都
度
安
全
を
確
認
し

よ
う
。

■
一
日
一
回
は
、
防
火
に
つ
い
て
反

省
し
ょ
う
。

　
職
場
で
の
注
意
事
項

■
職
場
ぐ
る
み
で
、
消
火
、
通
報
及

び
避
難
訓
練
を
行
お
う
。

■
消
防
用
設
備
等
を
総
点
検
し
、
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。

■
非
常
口
付
近
や
通
路
に
は
、
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

■
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
の
防

火
意
識
を
高
め
よ
う
。

■
複
合
用
途
ビ
ル
入
居
者
は
、
共
同

防
火
に
つ
い
て
お
互
い
に
責
任
を
果

た
そ
う
。
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最近の火災発生状況

火
災
発
生
原
因

　
　
タ
バ
コ
の
不
始
末
が
ト
ッ
ブ

　
こ
と
し
の
十
日
町
地
域
の
火
災
発

生
状
況
（
円
グ
ラ
フ
①
）
は
、
九
月

三
十
日
現
在
で
す
で
に
二
士
．
一
件
。

十日町地域の火災発生状況①
　　　　　　（52年9月3‘）目現窪）

里
村
1

「　十日町市

　　　　　12

　　合計
　　23件
1西町
　4　　津南町
＼　　　　6

騨，

火
を
消
す
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
離
す
ち
目
と
心

活
躍
す
る
救
急
自
動
車

　
急
病
人
や
交
通
事
故
の
発
生
等
で

活
躍
す
る
の
が
救
急
自
動
車
。
救
急

自
動
車
は
、
昼
夜
の
別
な
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
城
広
域
事
務
組
合
で
は

昭
和
五
十
二
年
九
月
三
十
日
現
在
の

救
急
自
動
車
出
場
状
況
を
ま
と
め
ま

し
た
。
（
下
表
参
照
）

　
救
急
出
場
回
数
は
、
年
々
増
加
し

て
お
り
、
特
に
去
る
八
月
六
日
（
土
）

八
時
半
か
ら
七
日
（
日
）
八
時
半
ま
で

の
二
十
四
時
間
に
は
、
本
署
管
内
だ

け
で
も
九
回
の
出
場
と
い
う
異
常
事

態
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
出
場
の
事
故
種

別
を
み
る
と
、
急
病
に
よ
る
も
の
が

二
百
六
十
七
件
で
ト
ッ
プ
。
つ
い
で
、

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
百
八
十
九
件
、

一
般
負
傷
百
三
十
二
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

救
急
自
動
車
の
正
し
い
ご
利
用
を
1

　
救
急
自
動
車
は
、
原
則
と
し
て
何

か
の
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
病
気

に
な
っ
て
緊
急
に
病
院
へ
運
ぶ
必
要

の
あ
る
場
合
に
出
場
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
緊
急
で
も
な

離急官動車出場然況
　　　　　　㌣9月二鋤口現在

…
　
火
名
流
　

っ
　
は
か
　
一

一
　
・
町
、
　
に
　
き
て
　
一

一
し
こ
あ
火
と
つ
・

濯
鴛
嚇
騨
蕊
㎜

一
カ
ィ
る
建
初
か
て
一

一
し
タ
え
る
　
　
ら
ナ
　
・

…
の
歎
拡
融
　
獺
　
鋤
舳
黒

…
報
確
り
標
　
き
　
電
鍵
登

…
通
翻
憾
悶
　
で
　
赫
諭
緒

㎜
番
…
…
鶴
髄
。
凝
　
澱
嘘
蔦

一
9
て
所
、
に
着
　
の
か
生

…
－
い
場
や
ず
到
。
ど
人
ヤ
…
・

一
－
着
生
名
れ
隊
る
な
の
イ
一

一
　
ち
発
落
忘
防
め
店
店
ダ
一

一
　
落
災
部
ら
消
と
商
お
ら
…

…
　
①
　
　
　
②
　
③
　
　
一

い
の
に
救
急
車
を
呼
び
、
自
分
の
都

合
だ
け
で
遠
く
の
病
院
へ
連
れ
て
い

け
と
か
、
二
・
三
日
風
邪
で
寝
て
い

た
が
良
く
な
ら
な
い
の
で
救
急
車
を

要
請
す
る
と
か
、
救
急
車
で
行
け
ば

日
曜
日
で
も
診
察
し
て
も
ら
え
る
等
、

誤
っ
た
考
え
で
救
急
自
動
車
を
要
請

す
る
方
が
い
ま
す
。

　
救
急
自
動
車
も
台
数
に
限
度
が
あ

市町村別 出場件教 搬送件数 不搬送件数 搬送人員

十日町市 445 405 40 427

川西町 89 87 2 95

津南町 130 123 7 133

中里村 21 16 5 19

合　計 685 631 54 674

8月6・7日の出場状況（本署管内）

繋

建
物
千
四
十
三
平
方
材
、
林
野
三
十

七
ア
ー
ル
な
ど
を
焼
失
し
、
損
害
額

千
四
百
七
十
四
万
六
千
円
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
同
期
と
比
べ
る
と

件
数
で
は
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
す
が
、

昨
年
の
建
物
火
災
士
．
一
件
に
対
し
て

今
年
度
十
七
件
と
、
建
物
火
災
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え

ま
す
。

　
ま
た
、
原
因
別
に
み
る
と
、
タ
バ

コ
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
五
件
で
ト

ッ
プ
、
続
い
て
石
油
関
係
器
具
等
に

よ
る
も
の
四
件
、
豆
炭
取
扱
不
始
末
、

た
き
火
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
三
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
に
は
、
タ
バ
コ
や
石
油

器
具
類
な
ど
に
つ
い
て
の
ふ
だ
ん
の

注
意
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

原因別発生件数
　　　　（52年9月30日現在

不明

3
タバコび）

　　不始末

5

石油関係

　器具等

　4

計
件

合
2
3

　
末
の
始
火
不
3

キ
」た

天ぶド）油・

ガス火引火
　2

　　　豆炭取扱
　　　　不始末

　　　　　3

り
ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
と
き
本
当
に

救
急
自
動
車
の
必
要
な
事
故
が
起
き

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
必
要
な
と
き
に
十
分
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
救
急
自
動
車
の
正
し
い
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
ホ
。

　
　
房

月　日 発　生　場　所 覚知時刻 事故種別

8月6日 国道253号線高山バ
イパス

9時19分 交通事故

〃 稲荷町3丁目（西線） 9時32分 〃

〃 大黒沢第2 11時27分 急　病

〃 西寺町 14時11分 交通事故

〃 稲　葉 14時56分 一般負傷

〃 山本5丁目 20時24分 交通事故

〃 〃 21時23分 〃

8月7日 国道252号線轟木橋 2時59分 〃

〃 姿 5時06分 〃

　
1
の
末
火
始
リ
不

ロイ　
　
ワ
一

　
　
等

　
　
線

　
び
配

　
及
具

　
線
器

　
外
気

　
赤
電

石油ストーブの正しい使い方
　ストーブによる火災の原因ではストーブの

周囲に燃えやすいものがあった。消し忘れた。

転倒させた。などが大半を占めています。

　またストーブの種類別では、石油ストーブ

が最も多く1830件、ついで電気ストーブが265

件となっています。（50年全国統計）

　石油ストーブを使うときは、

①火をつけたままの給油は絶対に行わない。

②給油は、油量計を見ながら行い、こぼれな

　いようにする。

③給油口のフタはキチンと閉めておく。

④こぼれた油は必ずふきとる。

⑤点火は、油漏れがないことを確認してから

　行う。

⑥使用中のストーブを持ち運んだり、ゆすっ

　たりしない。

⑦近くに引火しやすいものを置かない。

⑧障子、カーテンなどから30センチ以上離し

　て使う。

⑨耐震自動消火装置を必ずセットして使用す

　る。

”
火
の
用
心
”

　
市
消
防
後
援
会
で
は
、
防
火
思
想

普
及
の
た
め
「
火
の
用
心
」
習
字
を

募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

つ
ぎ
の
児
童
、
生
徒
の
作
品
が
入
賞

し
ま
し
た
。

　
【
小
四
年
】
金
賞
　
阿
部
司
（
下

条
）
　
銀
賞
　
宮
沢
智
子
（
水
沢
）

本
間
寿
（
西
）
　
銅
賞
　
草
野
靖
子

（
川
治
）
桑
原
千
代
（
西
）
葉
葺
良

久
（
水
沢
）
　
【
小
五
年
】
金
賞

富
井
美
和
（
川
治
）
　
銀
賞
　
庭
野

由
美
子
（
西
）
羽
龍
孝
子
（
西
）

銅
賞
　
小
岸
弘
（
水
沢
）
三
谷
貴
子

（
水
沢
）
中
沢
久
美
子
（
川
治
）

【
小
六
年
】
金
賞
　
中
町
透
．
（
川
治
）

銀
賞
　
生
越
隆
子
（
下
条
）
根
津
千

江
子
（
水
沢
）
　
銅
賞
　
長
津
裕
子

（
川
治
）
佐
藤
理
恵
（
中
条
）
上
村

奈
智
子
（
水
沢
）
　
【
中
一
年
】
金

賞
池
田
絹
子
（
十
日
町
）
銀
賞

藤
木
真
弓
（
南
）
鈴
木
裕
（
十
日
町
）

習
字
入
賞
者

　
銅
賞
　
徳
永
美
和
（
南
）
滝
沢
真
之

　
（
十
日
町
）
　
樋
口
智
子
（
十
日
町
）

　
【
中
二
年
】
金
賞
　
庭
野
由
記
子

（
南
）
　
銀
賞
　
池
田
か
お
る
（
南
）

上
村
寧
子
（
南
）
　
銅
賞
　
桑
原
　

之
（
十
日
町
）
中
町
棺
（
南
）
滝
沢

千
恵
（
十
日
町
）



ー
h
略
℃
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市
民
所
得

　このほど市商工課では、昭和50年度

の市民所得推計をまとめました。

　そこで、この概要を記し、市民のくら

しについて考えてみたいと思います。

市
民
一
人
当
た
り
百
五
万
円

　
昭
和
五
十
年
度
中
に
、
市
民
が
経

済
活
動
に
よ
っ
て
得
た
所
得
ー
市
民

所
得
は
、
総
額
で
互
百
一
、
－
r
七
億
四

千
七
百
万
円
と
な
り
、
四
レ
九
年
度

に
く
ら
べ
て
八
・
四
％
の
わ
ず
か
な
増

加
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
所
得
の
中
で
最
も

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
雇

用
者
所
得
か
、
前
年
度
よ
り
二
卜
四

億
三
百
万
円
（
八
・
○
％
）
の
増
に
と

　
　
　
　
ど
ま
り
、
前
年
度
の
二

　
ら
　
　
。

十
五
・
八
％
の
伸
び
を
大

き
く
ド
回
っ
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
民
一

人
当
た
り
分
配
所
得
は

百
五
万
五
百
十
二
円
と

な
り
、
四
十
九
年
度
に

く
ら
べ
て
八
・
二
％
の
増

加
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
所
得
水
準
で
み

る
と
、
国
民
所
得
に
対

し
九
f
T
九
％
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
や
や
格
差
が
広
が
り
、
県
民
所

得
に
対
し
て
は
、
二
・
九
％
上
回
つ
て

い
る
と
は
い
え
、
前
年
度
よ
り
】
層

格
差
が
縮
ま
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
法
人
所
得
に
つ
い
て
は

四
f
八
年
度
を
ピ
ー
ク
に
し
て
減
少

が
は
じ
ま
り
、
五
十
年
度
も
五
十
五

億
七
千
九
百
二
卜
七
万
五
千
円
に
と

ど
ま
り
、
前
年
度
に
く
ら
べ
て
六
・
四

％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

麗
喪
繍
名
目
で
一

　
所
得
を
生
産
面
か
ら
と
ら
え
た
市

内
純
生
産
は
、
総
額
で
五
百
九
卜
四

億
八
千
二
百
万
円
と
な
り
、
経
済
成

長
率
（
対
前
年
増
加
率
）
は
名
目
で

二
十
二
・
九
％
、
実
質
で
レ
五
∴
％

の
大
き
な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
就
業
者
】
人
当
た
り

純
生
産
は
二
百
一
万
一
千
円
と
な
り

騨撫
来4》不況磁嚢

鼠復力糖籍く

移した。

がも詣本翻ξ

錘轟戴ぎ
総態鐸・ても携

上回る15．．蓋％

寮繕生議鍬叛

（大獅趨、
常に大きか傭

当癒の59年康

済状況に額桜

1人当たり市民・県民・国民所得

團県民所得
［二二］市民所得

■■■国民所得

円
　
　
0

万
　
臣

100

80

芋
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

釜
爆
墾
・
　
と
の
・
た
愈
、
率
も
肉
で

　
　
彰
糠
の
董
を
分
年
に
綜
る

四
十
九
年
度
に
く
ら
べ
て
四
十
一
万

九
千
円
（
二
十
六
・
三
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　
産
業
別
を
み
る
と
、
第
一
次
産
業

は
米
の
作
柄
が
良
好
で
あ
っ
た
上
に
、

生
産
者
米
価
が
ゼ
四
・
四
％
の
引
上
げ

が
あ
っ
た
た
め
、
十
七
・
九
％
の
伸
び

を
示
し
、
第
二
次
産
業
は
三
十
六
・
五

％
、
第
三
次
産
業
は
九
二
％
と
、
い

ず
れ
も
前
年
に
く
ら
べ
て
伸
び
を
示

し
ま
し
た
。

　
と
く
仁
、
第
二
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
鉱
業
、
建
設
業
が
減
少
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
心
産
業
で
あ
る

製
造
業
が
、
四
十
八
・
九
％
と
急
上
昇

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
五
十
年

度
当
初
は
四
十
九
年
か
ら
の
不
況
を

そ
の
ま
ま
持
越
し
た
も
の
の
、
各
企

業
が
不
況
対
策
の
一
環
と
し
て
在
庫

調
整
や
経
営
の
合
理
化
を
推
進
し
、

60

40

糠雛紬亀購生産
　　　　　　　　　　（単・

47年度 48年度 49年度 50年度 20

十日町市 1，176，156 1，273，146 1，591，710 2，010，765

第1次産業 213，964 272，597 359，352 513，588

第2次産業 1，364，810 1，393，201 1，657，587 2，215，476

45年度　46年度　47年度　48年度　49年度　50年庄

1人当たり雇用者所得

　　　　　　　　　　（第1次産業除く，単位：円）第3次産業 1，696，407 1，855，317 2，392，802 2，593，586

新潟県 1，028，699 1，319，050 1，671，490 1，986，062 47年度 48年度 49年度 50年度

第1次産業 291，849 389，212 572，750 828，722
十日町市 1，196，534 1，478，951 1，861，781 2，063，038

第2次産業 1，300，242 1，638，291 2，040，269 2，124，057

新　潟　県 1，083，840 1，310，868 1，676，558 1，935，846

第3次産業 1，375，277 1，714，574 2，080，441 2，489，405

20

45年度　亮年度　47年度　48年度　49年度　50年度

ま
た
後
染
加
工
を
中
心
と
し
た
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
商
品
へ
の
移
行
、

羽
尺
、
コ
ー
ト
類
な
ど
比
較
的
好
調

商
品
へ
の
生
産
切
替
な
ど
に
よ
り
、

年
間
を
通
し
て
み
る
と
順
調
な
推
移

を
し
た
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1人当たり雇用者所得
（第1次産業除く，単，位：円）

　
一
方
、
安
定
し
た
成
長
を
示
し
て

き
た
第
三
次
産
業
は
、
四
十
九
年
度

来
の
不
況
の
影
響
で
各
業
種
と
も
軒

な
み
伸
び
悩
み
、
四
十
九
年
度
伸
率

二
十
八
・
五
％
に
比
較
し
て
九
二
％

と
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
．

（第3種郵便物認可）昭和52年1！月10日とおJy93
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個
人
所
得
と
消
費
支
出

　
市
内
に
居
住
す
る
個
人
が
五
十
年

度
中
に
受
け
と
っ
た
個
人
所
得
は
、

総
額
で
五
百
四
十
五
億
一
千
五
百
万

円
と
前
年
に
く
ら
べ
十
丁
七
％
伸

び
ま
し
た
。

47年度 48年度 49年度 50年度

十日町市 640，866 775，761 974，372 1，085，726

新潟県 582，011 748，088 930，342 1，074，960

全　　国 674，640 839，226 1，037，395 1，164，506

　
こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る

と
、
前
年
度
よ
り
十
一
・
四
％
増
加
し

百
八
万
五
千
七
百
二
十
六
円
と
な
り

初
め
て
百
万
円
の
大
台
を
突
破
し
ま

し
た
。

46年平均 47年平均 48年平均 49年平均 50年平均

十日町市 107．1 112．3 123．9 154．8 169．0

新潟市 105．5 109．5 123．7 153．7 171．8

全　　国 106．1 110．9 123．9 154．2 172．4

　
一
方
、
個
人
消
費
支
出
は
総
額
で

三
百
七
十
八
億
九
千
四
百
万
円
と
、

前
年
に
く
ら
べ
十
八
・
四
％
の
伸
び
を

示
す
と
と
も
に
、
個
人
所
得
全
体
の

六
十
九
・
五
％
を
占
め
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
々
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ

て
い
た
貯
蓄
性
向
が
、
五
十
年
度
は

減
少
傾
向
に
転
じ
、
反
対
に
消
費
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
容
と
し
た
も
の
で
、
市
役
所
、
階
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
す
。

灘
轟
罰
儲
鄭
艦
㌘
碓
篶
惚
議
擁
蝦
毒
為
纂

　“
灘
灘
蕪
　
∞　
∞
　
∞

　
　
　
灘
　

礪
蒲
頃
響
講
鞭
鼎
燗
灘
舗
導
纒
黙
騰
魏
麟
魏
繋
醗

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
　
　
　
　
　
得

弾

得
翻
　
葎
醒
、
深
刻
化
し
て
い
る
地
場

所
碧
産
業
の
雇
用
不
安
の
打
開
を
は
か
り
、

人
轡
民
政
の
安
定
に
資
す
る
考
え
か
ら
、

個
　
　
　
数
　
　
　
　
踵
講
議
騙
讐

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

た
価
　
こ
れ
は
・
公
共
職
業
安
定
所
を
根

当
物
拠
と
す
る
雇
用
動
向
の
は
渥
求
職

人
者
求
人
の
取
り
継
ぎ
・
職
業
相
談
を
内

ー

ロ
肖
工
課
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
・

人
ご
ノ
相
談
室
設
置
要
綱
は
つ
ぎ
の
と
お

市民所得と

分配所得と儲人所得

名斜と実質成長

向
は
上
昇
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
は
従
来
同
様
、
無

駄
を
省
き
、
節
約
に
努
め
た
も
の
の
、

例
年
よ
り
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
た
分
配

所
得
の
増
加
率
や
物
価
上
昇
等
の
影
．

響
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
水

準
維
持
の
た
め
の
消
費
支
出
が
増
え

結
果
的
に
貯
蓄
に
回
る
分
が
減
少
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

布民贋用者所

露1・2・3次産業

　
（
設
　
置
）

第
一
　
経
済
不
況
の
影
響
が
著
し
い

地
場
産
業
に
お
け
る
雇
用
の
安
定
を

図
る
た
め
臨
時
雇
用
安
定
相
談
室

（
以
下
「
安
定
相
談
室
」
と
い
う
．
）

を
設
置
す
る
。

　
（
所
掌
事
務
）

第
二
　
安
定
相
談
室
は
次
に
掲
げ
る

事
務
を
所
掌
す
る
．

　
ω
産
地
企
業
の
雇
用
安
定
相
談
に

　
関
す
る
企
画
、
立
案
及
び
公
共
職

　
業
安
定
所
と
の
協
議
、
連
絡
に
関

　
す
る
こ
と
。

　
ω
産
地
企
業
に
係
る
雇
用
安
定
の

　
た
め
の
実
態
調
査
資
料
、
そ
の
他

　
臨
時
雇
用
安
定
相
談
関
係
資
料
の

　
蒐
集
及
び
分
析
に
関
す
る
こ
と
．

　
⑥
県
及
び
関
係
機
関
、
団
体
等
に

　
対
す
る
臨
時
雇
用
安
定
相
談
に
係

　
る
要
請
等
の
立
案
及
び
臨
時
雇
用

　
安
定
相
談
の
進
行
状
況
は
握
に
関

　
す
る
こ
と
。

　
（
組
　
織
）

第
ご
、
安
定
相
談
室
は
商
工
課
所
属

職
員
を
も
っ
て
組
織
し
、
室
長
に
は

課
長
を
、
副
室
長
に
は
課
長
補
佐
を

も
っ
て
あ
て
る
と
共
に
、
相
談
員
は

相
談
事
務
に
従
事
す
る
も
の
と
し
、

商
工
課
所
属
職
員
の
う
ち
か
ら
室
長

が
指
名
す
る
。

　
（
設
置
期
間
）

第
四
　
安
定
相
談
室
の
設
置
期
間
は

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
当

分
の
間
と
す
る
。

　
（
庶
　
務
）

第
五
　
安
定
相
談
室
の
庶
務
は
商
工

課
に
お
い
て
行
う
。

　
（
補
助
〉

第
六
　
こ
の
要
綱
で
定
め
る
も
の
の

外
、
安
定
相
談
室
の
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
相
談
室
長
が
別
に
定

め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
灘

“
内
職
相
談
室
”
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
1
今
月
は
2
5
目
囲

　
家
庭
の
外
で
働
く
こ
と
の
困
難
な

婦
人
や
そ
の
ほ
か
内
職
を
希
望
さ
れ

る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

懇談会を開催
嬰内の業界では倒産

⊇など雇用不安や紛

F、去る10目25日、

1策本部と県商工労
≡業別、地域別労使

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

使
漂
鯉
硝
瀾
鴎
硫
甜
訪
郡
舗
朋

労
か
員
ま
不
地
ま
表
な
と
、
な

別
な
人
い
業
町
れ
代
体
と
施
発

域
化の
樋
ズ
雌
相
鰹
搬
細
菊
喉
砺

地
期
に
な
中
，
開
、
関
認
制
い

膨
長
少
に
県
で
が
は
元
確
臓
つ

B
の
縮
刻
で
催
」
日
地
を
協
に

業
況
業
深
所
主
会
の
、
況
使
ど

産
不
縫
勃
報
㎜
鰍
こ
撒
鰍
糊
期

　
　
魚
沼
地
区
内
職
相
談
室
で
は
、
つ

　
ぎ
の
と
お
り
巡
回
内
職
相
談
室
を
開

　
設
し
、
内
職
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

　
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
開
設
日
　
毎
月
第
三
金
曜
日
、
午
前

　
十
時
～
午
後
三
時
ま
で
（
十
一
月

　
　
に
限
り
第
四
金
曜
日
（
二
十
五
日
）

　
　
に
変
更
に
な
り
ま
す
．
）

会
場
　
市
役
所
三
階
小
会
議
室

　
相
談
員
　
魚
沼
地
区
内
職
相
談
員

　
　
（
六
日
町
公
共
職
業
安
定
所
内
）

　
便
利
な
振
替
納
税
を
…

　
　
所
得
税
の
便
利
な
納
税
方
法
と
し

　
て
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
電

　
気
料
や
水
道
料
な
ど
と
同
じ
よ
う
に

　
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

　
に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
、
納
税
の

　
手
数
が
省
け
ま
す
．

　
　
振
替
納
税
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

　
方
は
、
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

　
と
「
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
、
預

　
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
又
は
税
務

　
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

じめ監市長、織協

、不況に悩む現地
、雇用不安の解消

関係以外の企業誘
がかわされました。



ー
h
略
℃

（4）
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市
民
所
得

　このほど市商工課では、昭和50年度

の市民所得推計をまとめました。

　そこで、この概要を記し、市民のくら

しについて考えてみたいと思います。

市
民
一
人
当
た
り
百
五
万
円

　
昭
和
五
十
年
度
中
に
、
市
民
が
経

済
活
動
に
よ
っ
て
得
た
所
得
ー
市
民

所
得
は
、
総
額
で
互
百
一
、
－
r
七
億
四

千
七
百
万
円
と
な
り
、
四
レ
九
年
度

に
く
ら
べ
て
八
・
四
％
の
わ
ず
か
な
増

加
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
所
得
の
中
で
最
も

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
雇

用
者
所
得
か
、
前
年
度
よ
り
二
卜
四

億
三
百
万
円
（
八
・
○
％
）
の
増
に
と

　
　
　
　
ど
ま
り
、
前
年
度
の
二

　
ら
　
　
。

十
五
・
八
％
の
伸
び
を
大

き
く
ド
回
っ
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
民
一

人
当
た
り
分
配
所
得
は

百
五
万
五
百
十
二
円
と

な
り
、
四
十
九
年
度
に

く
ら
べ
て
八
・
二
％
の
増

加
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
所
得
水
準
で
み

る
と
、
国
民
所
得
に
対

し
九
f
T
九
％
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
や
や
格
差
が
広
が
り
、
県
民
所

得
に
対
し
て
は
、
二
・
九
％
上
回
つ
て

い
る
と
は
い
え
、
前
年
度
よ
り
】
層

格
差
が
縮
ま
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
法
人
所
得
に
つ
い
て
は

四
f
八
年
度
を
ピ
ー
ク
に
し
て
減
少

が
は
じ
ま
り
、
五
十
年
度
も
五
十
五

億
七
千
九
百
二
卜
七
万
五
千
円
に
と

ど
ま
り
、
前
年
度
に
く
ら
べ
て
六
・
四

％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

麗
喪
繍
名
目
で
一

　
所
得
を
生
産
面
か
ら
と
ら
え
た
市

内
純
生
産
は
、
総
額
で
五
百
九
卜
四

億
八
千
二
百
万
円
と
な
り
、
経
済
成

長
率
（
対
前
年
増
加
率
）
は
名
目
で

二
十
二
・
九
％
、
実
質
で
レ
五
∴
％

の
大
き
な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
就
業
者
】
人
当
た
り

純
生
産
は
二
百
一
万
一
千
円
と
な
り

騨撫
来4》不況磁嚢

鼠復力糖籍く

移した。

がも詣本翻ξ

錘轟戴ぎ
総態鐸・ても携

上回る15．．蓋％

寮繕生議鍬叛

（大獅趨、
常に大きか傭

当癒の59年康

済状況に額桜

1人当たり市民・県民・国民所得

團県民所得
［二二］市民所得

■■■国民所得

円
　
　
0

万
　
臣

100

80

芋
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

釜
爆
墾
・
　
と
の
・
た
愈
、
率
も
肉
で

　
　
彰
糠
の
董
を
分
年
に
綜
る

四
十
九
年
度
に
く
ら
べ
て
四
十
一
万

九
千
円
（
二
十
六
・
三
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　
産
業
別
を
み
る
と
、
第
一
次
産
業

は
米
の
作
柄
が
良
好
で
あ
っ
た
上
に
、

生
産
者
米
価
が
ゼ
四
・
四
％
の
引
上
げ

が
あ
っ
た
た
め
、
十
七
・
九
％
の
伸
び

を
示
し
、
第
二
次
産
業
は
三
十
六
・
五

％
、
第
三
次
産
業
は
九
二
％
と
、
い

ず
れ
も
前
年
に
く
ら
べ
て
伸
び
を
示

し
ま
し
た
。

　
と
く
仁
、
第
二
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
鉱
業
、
建
設
業
が
減
少
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
中
心
産
業
で
あ
る

製
造
業
が
、
四
十
八
・
九
％
と
急
上
昇

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
五
十
年

度
当
初
は
四
十
九
年
か
ら
の
不
況
を

そ
の
ま
ま
持
越
し
た
も
の
の
、
各
企

業
が
不
況
対
策
の
一
環
と
し
て
在
庫

調
整
や
経
営
の
合
理
化
を
推
進
し
、

60

40

糠雛紬亀購生産
　　　　　　　　　　（単・

47年度 48年度 49年度 50年度 20

十日町市 1，176，156 1，273，146 1，591，710 2，010，765

第1次産業 213，964 272，597 359，352 513，588

第2次産業 1，364，810 1，393，201 1，657，587 2，215，476

45年度　46年度　47年度　48年度　49年度　50年庄

1人当たり雇用者所得

　　　　　　　　　　（第1次産業除く，単位：円）第3次産業 1，696，407 1，855，317 2，392，802 2，593，586

新潟県 1，028，699 1，319，050 1，671，490 1，986，062 47年度 48年度 49年度 50年度

第1次産業 291，849 389，212 572，750 828，722
十日町市 1，196，534 1，478，951 1，861，781 2，063，038

第2次産業 1，300，242 1，638，291 2，040，269 2，124，057

新　潟　県 1，083，840 1，310，868 1，676，558 1，935，846

第3次産業 1，375，277 1，714，574 2，080，441 2，489，405

20

45年度　亮年度　47年度　48年度　49年度　50年度

ま
た
後
染
加
工
を
中
心
と
し
た
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
商
品
へ
の
移
行
、

羽
尺
、
コ
ー
ト
類
な
ど
比
較
的
好
調

商
品
へ
の
生
産
切
替
な
ど
に
よ
り
、

年
間
を
通
し
て
み
る
と
順
調
な
推
移

を
し
た
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1人当たり雇用者所得
（第1次産業除く，単，位：円）

　
一
方
、
安
定
し
た
成
長
を
示
し
て

き
た
第
三
次
産
業
は
、
四
十
九
年
度

来
の
不
況
の
影
響
で
各
業
種
と
も
軒

な
み
伸
び
悩
み
、
四
十
九
年
度
伸
率

二
十
八
・
五
％
に
比
較
し
て
九
二
％

と
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
．

（第3種郵便物認可）昭和52年1！月10日とおJy93
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個
人
所
得
と
消
費
支
出

　
市
内
に
居
住
す
る
個
人
が
五
十
年

度
中
に
受
け
と
っ
た
個
人
所
得
は
、

総
額
で
五
百
四
十
五
億
一
千
五
百
万

円
と
前
年
に
く
ら
べ
十
丁
七
％
伸

び
ま
し
た
。

47年度 48年度 49年度 50年度

十日町市 640，866 775，761 974，372 1，085，726

新潟県 582，011 748，088 930，342 1，074，960

全　　国 674，640 839，226 1，037，395 1，164，506

　
こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る

と
、
前
年
度
よ
り
十
一
・
四
％
増
加
し

百
八
万
五
千
七
百
二
十
六
円
と
な
り

初
め
て
百
万
円
の
大
台
を
突
破
し
ま

し
た
。

46年平均 47年平均 48年平均 49年平均 50年平均

十日町市 107．1 112．3 123．9 154．8 169．0

新潟市 105．5 109．5 123．7 153．7 171．8

全　　国 106．1 110．9 123．9 154．2 172．4

　
一
方
、
個
人
消
費
支
出
は
総
額
で

三
百
七
十
八
億
九
千
四
百
万
円
と
、

前
年
に
く
ら
べ
十
八
・
四
％
の
伸
び
を

示
す
と
と
も
に
、
個
人
所
得
全
体
の

六
十
九
・
五
％
を
占
め
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
々
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ

て
い
た
貯
蓄
性
向
が
、
五
十
年
度
は

減
少
傾
向
に
転
じ
、
反
対
に
消
費
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
容
と
し
た
も
の
で
、
市
役
所
、
階
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
す
。

灘
轟
罰
儲
鄭
艦
㌘
碓
篶
惚
議
擁
蝦
毒
為
纂

　“
灘
灘
蕪
　
∞　
∞
　
∞

　
　
　
灘
　

礪
蒲
頃
響
講
鞭
鼎
燗
灘
舗
導
纒
黙
騰
魏
麟
魏
繋
醗

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
　
　
　
　
　
得

弾

得
翻
　
葎
醒
、
深
刻
化
し
て
い
る
地
場

所
碧
産
業
の
雇
用
不
安
の
打
開
を
は
か
り
、

人
轡
民
政
の
安
定
に
資
す
る
考
え
か
ら
、

個
　
　
　
数
　
　
　
　
踵
講
議
騙
讐

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

た
価
　
こ
れ
は
・
公
共
職
業
安
定
所
を
根

当
物
拠
と
す
る
雇
用
動
向
の
は
渥
求
職

人
者
求
人
の
取
り
継
ぎ
・
職
業
相
談
を
内

ー

ロ
肖
工
課
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
・

人
ご
ノ
相
談
室
設
置
要
綱
は
つ
ぎ
の
と
お

市民所得と

分配所得と儲人所得

名斜と実質成長

向
は
上
昇
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
民
は
従
来
同
様
、
無

駄
を
省
き
、
節
約
に
努
め
た
も
の
の
、

例
年
よ
り
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
た
分
配

所
得
の
増
加
率
や
物
価
上
昇
等
の
影
．

響
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
水

準
維
持
の
た
め
の
消
費
支
出
が
増
え

結
果
的
に
貯
蓄
に
回
る
分
が
減
少
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

布民贋用者所

露1・2・3次産業

　
（
設
　
置
）

第
一
　
経
済
不
況
の
影
響
が
著
し
い

地
場
産
業
に
お
け
る
雇
用
の
安
定
を

図
る
た
め
臨
時
雇
用
安
定
相
談
室

（
以
下
「
安
定
相
談
室
」
と
い
う
．
）

を
設
置
す
る
。

　
（
所
掌
事
務
）

第
二
　
安
定
相
談
室
は
次
に
掲
げ
る

事
務
を
所
掌
す
る
．

　
ω
産
地
企
業
の
雇
用
安
定
相
談
に

　
関
す
る
企
画
、
立
案
及
び
公
共
職

　
業
安
定
所
と
の
協
議
、
連
絡
に
関

　
す
る
こ
と
。

　
ω
産
地
企
業
に
係
る
雇
用
安
定
の

　
た
め
の
実
態
調
査
資
料
、
そ
の
他

　
臨
時
雇
用
安
定
相
談
関
係
資
料
の

　
蒐
集
及
び
分
析
に
関
す
る
こ
と
．

　
⑥
県
及
び
関
係
機
関
、
団
体
等
に

　
対
す
る
臨
時
雇
用
安
定
相
談
に
係

　
る
要
請
等
の
立
案
及
び
臨
時
雇
用

　
安
定
相
談
の
進
行
状
況
は
握
に
関

　
す
る
こ
と
。

　
（
組
　
織
）

第
ご
、
安
定
相
談
室
は
商
工
課
所
属

職
員
を
も
っ
て
組
織
し
、
室
長
に
は

課
長
を
、
副
室
長
に
は
課
長
補
佐
を

も
っ
て
あ
て
る
と
共
に
、
相
談
員
は

相
談
事
務
に
従
事
す
る
も
の
と
し
、

商
工
課
所
属
職
員
の
う
ち
か
ら
室
長

が
指
名
す
る
。

　
（
設
置
期
間
）

第
四
　
安
定
相
談
室
の
設
置
期
間
は

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら
当

分
の
間
と
す
る
。

　
（
庶
　
務
）

第
五
　
安
定
相
談
室
の
庶
務
は
商
工

課
に
お
い
て
行
う
。

　
（
補
助
〉

第
六
　
こ
の
要
綱
で
定
め
る
も
の
の

外
、
安
定
相
談
室
の
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
相
談
室
長
が
別
に
定

め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
灘

“
内
職
相
談
室
”
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
1
今
月
は
2
5
目
囲

　
家
庭
の
外
で
働
く
こ
と
の
困
難
な

婦
人
や
そ
の
ほ
か
内
職
を
希
望
さ
れ

る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

懇談会を開催
嬰内の業界では倒産

⊇など雇用不安や紛

F、去る10目25日、

1策本部と県商工労
≡業別、地域別労使

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

使
漂
鯉
硝
瀾
鴎
硫
甜
訪
郡
舗
朋

労
か
員
ま
不
地
ま
表
な
と
、
な

別
な
人
い
業
町
れ
代
体
と
施
発

域
化の
樋
ズ
雌
相
鰹
搬
細
菊
喉
砺

地
期
に
な
中
，
開
、
関
認
制
い

膨
長
少
に
県
で
が
は
元
確
臓
つ

B
の
縮
刻
で
催
」
日
地
を
協
に

業
況
業
深
所
主
会
の
、
況
使
ど

産
不
縫
勃
報
㎜
鰍
こ
撒
鰍
糊
期

　
　
魚
沼
地
区
内
職
相
談
室
で
は
、
つ

　
ぎ
の
と
お
り
巡
回
内
職
相
談
室
を
開

　
設
し
、
内
職
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

　
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
開
設
日
　
毎
月
第
三
金
曜
日
、
午
前

　
十
時
～
午
後
三
時
ま
で
（
十
一
月

　
　
に
限
り
第
四
金
曜
日
（
二
十
五
日
）

　
　
に
変
更
に
な
り
ま
す
．
）

会
場
　
市
役
所
三
階
小
会
議
室

　
相
談
員
　
魚
沼
地
区
内
職
相
談
員

　
　
（
六
日
町
公
共
職
業
安
定
所
内
）

　
便
利
な
振
替
納
税
を
…

　
　
所
得
税
の
便
利
な
納
税
方
法
と
し

　
て
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と
、
電

　
気
料
や
水
道
料
な
ど
と
同
じ
よ
う
に

　
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的

　
に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
、
納
税
の

　
手
数
が
省
け
ま
す
．

　
　
振
替
納
税
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

　
方
は
、
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

　
と
「
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
、
預

　
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
又
は
税
務

　
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

じめ監市長、織協

、不況に悩む現地
、雇用不安の解消

関係以外の企業誘
がかわされました。



℃
略
℃

⑥とお∬』露お（第3種郵便物認可）昭粕52年目月10日（第3種郵便物認可）昭和52年l　I月10日と‘”』ρ3㎝

《ねA豊ん葡餓》

国民年金
もう一度考えてみよう

老後と国民年金

それは、あなたの問題です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雑　　　　　　　　　　　　　　　謹　　　　　　　　　　　　姜　　　　　　　　　　《

⑳滲雍
　　　　　　癒

窃
“
安
心
で
き
る
老
後
を
4
こ
れ
は
誰
れ
も
が
持
つ
願
い
で
す
。
こ
の
願
い

を
実
現
す
る
の
が
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
所
得
保
障
と
し
て
の
本
来
の
目
的
の
ほ
か
に
、
市
町
村

に
積
立
金
に
よ
る
特
別
融
資
が
行
わ
れ
、
地
域
の
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
十
一
月
は
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間
で
す
。
い
ま
一
度
、
老
後

と
国
民
年
金
に
つ
い
て
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
過
ぎ
て
み
る
と
短
か
い
も
の
　
　
。
そ
れ
が
年

月
と
い
う
も
の
で
す
。
　
“
そ
う
で
す
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も
み
ん
な
ま
を

と
る
の
で
す
4

　
　
髄
晶
一
“
乱
▲
【
晶
轟
凸
轟
あ
晶
晶
［
黄
黄
晶
“
“
幽
の
“
轟
“
“
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
特
に
、
六
十
五
歳
以
上
の
老

韓
羅
藁
　
　
人
人
口
は
、
年
．
増
え
続
け
て
お
り
、

薫
・
嬢
灘
幹
麟
灘

　
厚
生
省
が
ま
と
め
た
「
昭
和
五
十

一
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
七
十
二
歳

女
七
十
七
歳
を
超
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
肩
を
並
べ
る
長
寿
国
と
な
り
ま

市
内
で
も
昭
和
五
十
二
年
四
月
皿
日

現
在
五
千
三
百
三
十
四
名
（
昨
年
同

期
五
千
百
十
名
）
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
医
学
の
進
歩
や
生
活
環
境
の
改

善
等
で
だ
れ
も
が
長
生
き
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
お
め
で

た
い
こ
と
で
す
が
、
手
ば
な
し
で
喜

ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　　ことしも年金が増額されました
このほど、国民年金法が改正され、拠出、福祉両年金の年金額が引上げられ、

障害年金の改善も行われました一。国民年金は、物価スライドで目減りしな

い年金として、お年寄り達に本当に頼りにされています。絢月1帽西小学校で

保
険
料
も
少
し
づ
づ
上
が
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
引
き
上
げ

　
ら
れ
、
た
い
へ
ん
に
な
つ
た
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
民

年
金
の
給
付
と
保
険
料
の
関
係
に
ふ

れ
て
み
ま
し
よ
う
。

　
み
な
さ
ん
が
家
計
簿
で
毎
月
な
り

　
｝
年
間
の
収
入
を
見
込
み
、
そ
れ
に

見
合
う
よ
う
な
支
出
の
計
画
を
た
て

る
よ
う
に
、
年
金
制
度
で
は
、
年
金

受
給
者
と
年
金
額
に
よ
っ
て
支
払
う

給
付
総
額
を
算
出
し
、
こ
れ
に
見
合

　
～
つ
保
険
料
額
を
加
入
者
一
人
あ
た

轍
駅
灘
り
何
円
．
　
　
　
決
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
（
同

　
　
　
　
　
　
　
　
・
の
解
説
を

参
照
）
は
、
五
千
百
五
十
円
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、
昭
和
五
十

二
年
四
月
か
ら
月
額
二
千
二
百
円
．

昭
和
五
十
三
年
四
月
か
ら
月
額
二
千

七
百
三
十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薩
し
て
談
淵
費
・
ド

　
み
嵐
“
旗
で
し
よ
を
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他
の
制

度
と
比
較
す
る
と
半
分
以
下
の
保
険

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

民
年
金
に
は
、
他
の
年
金
制
度
に
は

見
ら
れ
な
い
高
率
の
国
庫
負
担
（
年

金
支
給
額
の
三
分
の
一
）
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
い
ま
ま
で
、
年
金

受
給
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る

い
は
加
入
者
の
負
担
が
急
激
に
増
え

る
の
を
政
策
的
に
低
く
押
え
て
き
た

な
ど
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
た
　
た
　
に
変
る

無婆保険料とは

「十日町市の国民年金

　　　　　52．3．31　現在

被保険者数　　14，748人
保険料収納額　2億3，800万円

検認率　 98？七

受給権者数

　　拠　　 出　　　　3，026人

　　福　　祉　　　 2，981人

給付額
　　拠　　　　とt～　　6億1，312ノブIIヨ

　　福　祉4億6，981万円

　
高
齢
に
な
れ
ば
、
体
は
無
理
は
き

き
ま
せ
ん
し
、
働
く
職
場
も
少
な
く

現
金
収
入
を
得
て
生
活
す
る
こ
と
も

難
か
し
く
な
り
ま
す
．
さ
ら
に
、
最

近
で
は
、
年
を
と
っ
て
も
経
済
的
に

は
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
扶
養
も
あ
ま

り
期
待
で
き
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
年
金
制
度
は
、
こ
う
し
た
老
人
対

策
の
主
柱
を
な
す
も
の
で
、
若
い
世

代
が
高
齢
者
を
い
た
わ
り
、
や
が
て

自
分
た
ち
も
つ
ぎ
の
世
代
に
期
待
す

る
ー
。
世
代
相
互
の
信
頼
感
を
キ
ズ

ナ
に
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

岳
繋
釜
姦
桑

　
総
理
府
が
、
二
年
ほ
ど
前
、
三
十

歳
か
ら
五
十
五
歳
の
壮
年
層
を
対
象

に
実
施
し
た
「
老
後
の
生
活
設
計
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
自
分
が

老
人
と
な
っ
た
と
き
の
収
入
源
を
何

に
求
め
ま
す
か
と
し
た
問
い
に
つ
い

て
は
、
次
表
の
と
お
り
年
金
を
主
な

収
入
源
と
し
た
人
が
過
半
数
を
超
え

て
お
り
、
そ
れ
だ
け
年
金
を
頼
り
に

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

講蓬　

黎
灘
灘
蕃

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
会
社
や
官
庁

な
ど
勤
め
先
で
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
な
ど
の
掛
金
を
給
料
か
ら
差
し

引
か
れ
て
知
ら
ぬ
間
に
老
齢
年
金
に

結
び
つ
く
二
と
に
な
り
王
す
か
、
農

業
や
商
業
な
ど
自
営
業
の
方
々
は
と

う
で
し
ょ
う
か
．
老
後
の
備
え
に
つ

い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
年
金
だ
け
で
と
い
う

訳
に
は
い
か
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

か
，
頼
り
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
し

ょ
う
。
国
民
年
金
は
、
改
善
に
改
善

が
加
え
ら
れ
、
老
後
生
活
の
支
え
と

し
て
充
実
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
＋
分
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い

な
い
人
も
若
干
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
な
い
か
、

加
入
も
れ
は
な
い
か
と
か
自
分
た
ち

の
ま
わ
り
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も

み
ん
な
が
歳
を
と
り
ま
す
。
そ
の
時

あ
わ
て
な
い
た
め
に
も
ー
。

　
　
　
　
　
　
（

老後生活に見込まれる主な収入源

欝
’
　
〃

将来の年金 一番目 割合 二番目 割合

55歳～64歳
就労

年金

85．5％

8．3

なし

年金

55．3％

17．9

65歳～74歳

年金

．就労

貯蓄

52．1％

26．5

8．0

なし

年金

36．2％

22．7

75歳～

年金

就労

子の
　援助

65．0％

15．9

14．6

貯蓄 19．9％
市役所正面玄関

前の立看板

受
け
取
っ
た
総
額
は

　
　
　
　
　
保
険
料
額
の
四
・
六
倍

　
市
内
の
受
給
状
況
を
昭
和
五
十
↓

年
度
の
数
字
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
．

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
一
年
間

に
納
め
た
保
険
料
は
、
二
億
一
、
一
千
へ

百
万
円
で
す
が
、
年
金
と
し
て
、
み

な
さ
ん
が
受
取
っ
た
総
額
は
、
拠
出
、

福
祉
あ
わ
せ
て
十
億
八
千
二
百
九
十

三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

保
険
料
の
約
四
・
六
倍
に
あ
た
り
、
差

引
き
八
億
四
千
五
百
万
円
が
保
険
料

の
総
額
を
上
ま
わ
っ
て
市
内
に
支
払

わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
市
民
会
館
、
市
民
体
育
館
、
プ

ー
ル
、
老
人
い
こ
い
の
家
、
保
育
所

河
川
運
動
公
園
な
ど
市
民
の
生
活
環

境
施
設
の
整
備
に
国
民
年
金
の
積
立

金
か
ら
特
別
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
以
上
の
よ
う
に
、
単
年
度
で
保
険

料
額
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て
給
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
“
だ
れ
し
も
安
い
保
険
料
、
高
い
年

金
”
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
．
現
状
は
、

　年金制度は、長期の制度であるた

め、財政については、長期問にわた

り安定する必要がある。そのために

はいつの時代でも加入者の負担が変

わらないような保険料σ）額を決める

考えがあり、この保険料を平準保険

料といいます．

現在の保険料と

　平準保険料

金
額

B
給付費

平準保険料（5，150円1

年
金
受
給
者
の
増
加
に
加
え
、
生
活

で
き
る
年
金
と
し
て
、
額
の
引
き
上

げ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
年
金
の
給
付
に
見

合
う
保
険
料
の
負
担
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
急
激
な
引
き
上
げ
は
行
わ

ず
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
人
だ

け
負
担
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
度
に
お
け
る

保
険
料
の
適
正
負
担
に
つ
い
て
加
入

者
全
員
が
真
剣
に
考
え
る
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月

か
ら
月
額
二
千
七
百
三
十
円
に
な
り

ま
す
。

料
含
雪

険
魔
臥

保
る
書

た
す
頗

し
足
蟹

収
不
置

徽
し
円

に
封
際
に
冥
料
の
験
盒
保
嘩
準
民
平
国
が

年魔 平o県験料 実際像順斜 不　足　顛
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「
…
、
、
引
馴
コ

戴
　
　
　
　
　
　
国
民
伍
金

　
　
　
　
　
　
　
の
台
所

　
母
さ
ん
：
国
民
年
金
の
保
険
料

が
ま
た
引
上
げ
ら
れ
る
そ
う
だ
広

ど
、
被
保
険
者
の
多
い
家
庭
な
ど

負
担
が
か
か
っ
て
大
変
ネ
．

　
父
さ
ん
i
家
庭
の
台
所
も
苦
し

　
い
が
国
民
年
金
の
台
所
も
大
変
ら

し
い
よ
。

　
母
さ
ん
…
ど
う
し
て
な
の

　
父
さ
ん
…
農
釜
の
台
所
は
榊

加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
と
利
子
・

及
ひ
支
給
年
金
額
の
－
一
3
と
い
う

他
制
度
に
は
見
ら
れ
な
い
高
い
国

庫
負
担
㎡
、
・
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
ん

だ
が
、
肝
心
の
保
険
料
が
こ
れ
ま

　
で
、
必
要
な
額
を
相
当
下
回
っ
て

決
め
ら
れ
て
き
た
イ
キ
サ
ツ
が
あ

　
る
ん
だ
よ
。

　
母
さ
ん
…
で
も
積
立
金
が
あ
る

　
じ
ゃ
な
い
の

　
父
さ
ん
…
確
か
に
昭
和
五
十
年

頃
ま
で
は
、
受
給
者
が
少
な
い
こ

　
と
も
あ
っ
て
積
立
金
も
増
え
て
き

　
た
ん
だ
が
、
今
年
度
は
積
立
金
も

　
ほ
と
ん
ど
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な

　ら

な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
後

　
は
ま
す
ま
す
受
給
者
は
増
え
る
し

大
変
な
ん
だ
よ
。

　
母
さ
ん
…
な
る
ほ
ど
ね
ー
。
年

金
額
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ

　
と
や
受
給
者
が
増
え
た
の
で
そ
れ

　
だ
け
費
用
が
た
く
さ
ん
か
か
る
よ

　
う
に
な
っ
た
の
ね
。

榊
　
父
さ
ん
…
そ
う
な
ん
だ
。
と
こ

ろ
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
知
っ
て
い

る
か
い
。

　
母
さ
ん
…
物
価
が
あ
が
れ
ば
年

金
額
も
ふ
や
す
と
い
う
制
度
の
こ

と
。
　
父
さ
ん
…
そ
う
そ
う
、
し
か
し

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
大
き
な
財
政
負

担
を
伴
う
も
の
な
ん
だ
ね
。

　
母
さ
ん
！
ア
ラ
ッ
、
そ
う
お
1

　
父
さ
ん
…
国
民
年
金
以
外
の
年

金
制
度
で
は
、
所
得
に
応
じ
て
保

険
料
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
は
知

　
っ
て
い
る
ね
。
こ
れ
ら
の
制
度
の

加
入
者
は
、
賃
金
が
あ
が
れ
ば
、

年
金
額
の
引
上
げ
財
源
が
自
動
的
に

カ
バ
ー
で
き
る
わ
け
だ
。
と
こ
ろ

が
国
民
年
金
は
、
定
額
保
険
料
制

榊
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
ス
ラ
イ

ド
財
源
が
そ
の
ま
ま
不
足
す
る
宿

命
に
あ
る
わ
け
…
。

　
母
さ
ん
…
な
る
ほ
ど
、
保
険
料

を
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い
訳
ね
．
そ

れ
に
】
般
の
物
価
の
値
上
が
り
と

違
っ
て
保
険
料
の
場
合
、
将
来
大

き
く
育
っ
て
自
分
の
年
金
と
し
て

か
え
っ
て
く
る
ん
で
す
も
の
ね
。

スライドで増える年金ほころふ笑顔

保険料収入

（A）と（B）は利子を考

えると一致する

AA
制度発足当時　　　　　　　　　年次

年金のねうちを守るしくみ

　物価スライド制を採用

　現在の年金額では、将来の役に立

たないのではないか一。というよ

うな心配はまったくありません。

　年金額は数年に一度は政策改定さ

れるほか、物価が前年にくド）べて5

％以上うごいた場合、同率で年金額

を自動的に改定する物価スライド制

がとρ）れています。例えば保険料を

25年納めた場合の老齢年金額は昭和

36年に2万4千円であったものが、こ

としは、42万6，700円と当初から何ん

と約18倍にも増えました。

掛け金は年金社会のパスポートー年金手帳を大切に

輔
響
繋
蟹
頼
撫
囎
脇
讐
篠
藩
難
蔓
‘
轟
叢

年
金
の
あ
り
が
た
み
が
わ

か
り
ま
す

　
私
は
、
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、

希
望
し
て
受
給
者
に
な
り
ま
し
た
．

　
掛
け
金
を
か
け
る
と
き
は
、
ナ
ン

ギ
で
し
た
が
今
で
は
人
っ
て
い
て
良

か
っ
た
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年

金
の
使
い
道
で
す
か
？
　
医
療
費
の

一
部
に
し
た
り
、
何
ん
と
か
自
分
の

　井上キミ
　　　さん
　（西浦西）

小
遣
い
に
は
十
分
で
す
、
支
給
日
か

く
る
と
う
れ
し
く
て
朝
か
ら
ソ
ワ
ソ

ワ
で
す
よ
。
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
て

年
金
は
九
・
四
欝
も
上
が
る
し
・
今
で

は
年
金
の
あ
り
が
た
み
が
わ
か
り
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
さ
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
ー

加
入
は
発
足
当
時
か
ら

　
か
ら
だ
が
不
自
由
な
根
津
ヨ
シ
ノ

さ
ん
は
障
害
年
金
を
受
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
．
「
私
は
ネ
、
制
度
発
足

と
同
時
に
加
人
し
て
い
ま
し
た
の
で

脳
軟
化
症
で
倒
れ
た
と
き
、
主
治
医

か
ら
勧
め
ら
れ
て
市
役
所
へ
申
請
し

た
ん
で
す
．
保
険
料
が
高
く
な
っ
て

若
い
人
も
大
変
で
す
が
、
イ
ザ
と
い

う
と
き
保
障
が
あ
る
ん
で
す
か
ら
ー
．

嬢
“
墜
曇
簾
簾
び
受
麓
嚢
の
欝
書

　
私
も
年
金
は
も
ら
え
る
た
け
あ
り

が
た
い
と
思
り
て
い
ま
す
。

掛
け
捨
て
の
な
い
年
金
を

　
私
は
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
夫
婦

で
年
金
に
加
入
し
た
ん
で
す
。
十
年

間
掛
け
て
繰
り
上
げ
請
求
で
六
十
一
』

歳
か
ら
年
金
を
も
ら
い
始
め
、
こ
と

し
f
、
五
年
目
に
な
り
ま
す
．
年
金
額

は
二
卜
警
減
額
さ
れ
る
の
で
二
卜
万

円
ち
虹
っ
と
で
す
。
植
木
の
趣
味
や

小
遣
い
等
に
使
っ
て
い
ま
す
か
、
あ

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
ん
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
さ
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
　
ー

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
妻
の
場
合
、
昭
和
四
卜
六
年
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
一
時

金
一
万
四
千
円
だ
け
で
し
た
。
正
直

い
っ
て
掛
け
捨
て
の
な
い
年
金
を
望

み
ま
す
。

国
年
加
入
で
生
き
生
き

　
庭
野
さ
ん
の
家
族
に
は
、
四
人
の

被
保
険
者
が
お
ら
れ
ま
す
．
隔
月
集

金
で
す
の
で
一
度
に
二
万
円
近
い
支

出
と
な
り
ま
す
．
　
。
保
険
料
の
支
払

い
は
国
民
の
義
務
で
す
し
、
将
来
四

人
が
そ
れ
そ
れ
年
金
権
が
得
ら
れ
る

こ
と
を
は
り
あ
い
に
し
て
い
る
”
と
の

こ
乏
で
し
た
．
特
に
、
、
こ
主
人
の
素
次

さ
ん
は
「
老
人
に
は
、
金
を
く
れ
る

た
け
で
な
く
、
国
や
市
で
老
人
に
楽

し
み
を
与
え
る
施
設
を
つ
く
っ
て
欲

し
い
で
す
ネ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　　　　　国民年金を支える納付組織
　　　　　　　　　　　一鉢納付組合（代表尾身スグイさん）
　去る10月21日、婦人会で運営している鉢納付組合の尾身ノブさん宅を訪ね

ました一．茶の間では、制度発足以来集金活動に活躍されている会長の尾身

スグイさん始め家主のノブさん、セキ・トク．ユウ．マサ．コトさんが明る

い笑顔で迎えてくれました。

　集金方法は、世帯数94戸、被保険者169名を10名の役員（70名σ）会員力1輪

番で役員となる）が集金にあたり、尾身スグイさんが、月末農協へ払込む方

法で行一・ており、加入者び）方々は、気持ち良く払い込んでドさっているとび）

こと 民年金は、地域の方々の理解と協力はもちろん、このような納付

組織のたゆまぬ努力で支えられていることを確信しました。

　
ほ
と
ん
ど
の
国
民
年
金
委
員
は
、
嘱

託
員
さ
ん
や
組
長
・
婦
人
会
組
織
等
が

兼
務
し
て
お
り
、
年
金
相
談
や
集
金
活

動
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

年金で明るく楽しい老後の生活
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国民年金
もう一度考えてみよう

老後と国民年金

それは、あなたの問題です。
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窃
“
安
心
で
き
る
老
後
を
4
こ
れ
は
誰
れ
も
が
持
つ
願
い
で
す
。
こ
の
願
い

を
実
現
す
る
の
が
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
所
得
保
障
と
し
て
の
本
来
の
目
的
の
ほ
か
に
、
市
町
村

に
積
立
金
に
よ
る
特
別
融
資
が
行
わ
れ
、
地
域
の
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
十
一
月
は
国
民
年
金
普
及
推
進
月
間
で
す
。
い
ま
一
度
、
老
後

と
国
民
年
金
に
つ
い
て
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
過
ぎ
て
み
る
と
短
か
い
も
の
　
　
。
そ
れ
が
年

月
と
い
う
も
の
で
す
。
　
“
そ
う
で
す
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も
み
ん
な
ま
を

と
る
の
で
す
4

　
　
髄
晶
一
“
乱
▲
【
晶
轟
凸
轟
あ
晶
晶
［
黄
黄
晶
“
“
幽
の
“
轟
“
“
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
特
に
、
六
十
五
歳
以
上
の
老

韓
羅
藁
　
　
人
人
口
は
、
年
．
増
え
続
け
て
お
り
、

薫
・
嬢
灘
幹
麟
灘

　
厚
生
省
が
ま
と
め
た
「
昭
和
五
十

一
年
簡
易
生
命
表
」
に
よ
る
と
、
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
七
十
二
歳

女
七
十
七
歳
を
超
え
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
肩
を
並
べ
る
長
寿
国
と
な
り
ま

市
内
で
も
昭
和
五
十
二
年
四
月
皿
日

現
在
五
千
三
百
三
十
四
名
（
昨
年
同

期
五
千
百
十
名
）
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
医
学
の
進
歩
や
生
活
環
境
の
改

善
等
で
だ
れ
も
が
長
生
き
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
大
変
お
め
で

た
い
こ
と
で
す
が
、
手
ば
な
し
で
喜

ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　　ことしも年金が増額されました
このほど、国民年金法が改正され、拠出、福祉両年金の年金額が引上げられ、

障害年金の改善も行われました一。国民年金は、物価スライドで目減りしな

い年金として、お年寄り達に本当に頼りにされています。絢月1帽西小学校で

保
険
料
も
少
し
づ
づ
上
が
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
引
き
上
げ

　
ら
れ
、
た
い
へ
ん
に
な
つ
た
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
民

年
金
の
給
付
と
保
険
料
の
関
係
に
ふ

れ
て
み
ま
し
よ
う
。

　
み
な
さ
ん
が
家
計
簿
で
毎
月
な
り

　
｝
年
間
の
収
入
を
見
込
み
、
そ
れ
に

見
合
う
よ
う
な
支
出
の
計
画
を
た
て

る
よ
う
に
、
年
金
制
度
で
は
、
年
金

受
給
者
と
年
金
額
に
よ
っ
て
支
払
う

給
付
総
額
を
算
出
し
、
こ
れ
に
見
合

　
～
つ
保
険
料
額
を
加
入
者
一
人
あ
た

轍
駅
灘
り
何
円
．
　
　
　
決
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
（
同

　
　
　
　
　
　
　
　
・
の
解
説
を

参
照
）
は
、
五
千
百
五
十
円
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、
昭
和
五
十

二
年
四
月
か
ら
月
額
二
千
二
百
円
．

昭
和
五
十
三
年
四
月
か
ら
月
額
二
千

七
百
三
十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薩
し
て
談
淵
費
・
ド

　
み
嵐
“
旗
で
し
よ
を
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
他
の
制

度
と
比
較
す
る
と
半
分
以
下
の
保
険

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

民
年
金
に
は
、
他
の
年
金
制
度
に
は

見
ら
れ
な
い
高
率
の
国
庫
負
担
（
年

金
支
給
額
の
三
分
の
一
）
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
い
ま
ま
で
、
年
金

受
給
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る

い
は
加
入
者
の
負
担
が
急
激
に
増
え

る
の
を
政
策
的
に
低
く
押
え
て
き
た

な
ど
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
た
　
た
　
に
変
る

無婆保険料とは

「十日町市の国民年金

　　　　　52．3．31　現在

被保険者数　　14，748人
保険料収納額　2億3，800万円

検認率　 98？七

受給権者数

　　拠　　 出　　　　3，026人

　　福　　祉　　　 2，981人

給付額
　　拠　　　　とt～　　6億1，312ノブIIヨ

　　福　祉4億6，981万円

　
高
齢
に
な
れ
ば
、
体
は
無
理
は
き

き
ま
せ
ん
し
、
働
く
職
場
も
少
な
く

現
金
収
入
を
得
て
生
活
す
る
こ
と
も

難
か
し
く
な
り
ま
す
．
さ
ら
に
、
最

近
で
は
、
年
を
と
っ
て
も
経
済
的
に

は
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
扶
養
も
あ
ま

り
期
待
で
き
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
年
金
制
度
は
、
こ
う
し
た
老
人
対

策
の
主
柱
を
な
す
も
の
で
、
若
い
世

代
が
高
齢
者
を
い
た
わ
り
、
や
が
て

自
分
た
ち
も
つ
ぎ
の
世
代
に
期
待
す

る
ー
。
世
代
相
互
の
信
頼
感
を
キ
ズ

ナ
に
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

岳
繋
釜
姦
桑

　
総
理
府
が
、
二
年
ほ
ど
前
、
三
十

歳
か
ら
五
十
五
歳
の
壮
年
層
を
対
象

に
実
施
し
た
「
老
後
の
生
活
設
計
に

関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
自
分
が

老
人
と
な
っ
た
と
き
の
収
入
源
を
何

に
求
め
ま
す
か
と
し
た
問
い
に
つ
い

て
は
、
次
表
の
と
お
り
年
金
を
主
な

収
入
源
と
し
た
人
が
過
半
数
を
超
え

て
お
り
、
そ
れ
だ
け
年
金
を
頼
り
に

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

講蓬　

黎
灘
灘
蕃

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
会
社
や
官
庁

な
ど
勤
め
先
で
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
な
ど
の
掛
金
を
給
料
か
ら
差
し

引
か
れ
て
知
ら
ぬ
間
に
老
齢
年
金
に

結
び
つ
く
二
と
に
な
り
王
す
か
、
農

業
や
商
業
な
ど
自
営
業
の
方
々
は
と

う
で
し
ょ
う
か
．
老
後
の
備
え
に
つ

い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
年
金
だ
け
で
と
い
う

訳
に
は
い
か
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

か
，
頼
り
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
し

ょ
う
。
国
民
年
金
は
、
改
善
に
改
善

が
加
え
ら
れ
、
老
後
生
活
の
支
え
と

し
て
充
実
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
＋
分
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い

な
い
人
も
若
干
見
受
け
ら
れ
る
よ
う

で
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
な
い
か
、

加
入
も
れ
は
な
い
か
と
か
自
分
た
ち

の
ま
わ
り
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
も
わ
た
し
も

み
ん
な
が
歳
を
と
り
ま
す
。
そ
の
時

あ
わ
て
な
い
た
め
に
も
ー
。

　
　
　
　
　
　
（

老後生活に見込まれる主な収入源

欝
’
　
〃

将来の年金 一番目 割合 二番目 割合

55歳～64歳
就労

年金

85．5％

8．3

なし

年金

55．3％

17．9

65歳～74歳

年金

．就労

貯蓄

52．1％

26．5

8．0

なし

年金

36．2％

22．7

75歳～

年金

就労

子の
　援助

65．0％

15．9

14．6

貯蓄 19．9％
市役所正面玄関

前の立看板

受
け
取
っ
た
総
額
は

　
　
　
　
　
保
険
料
額
の
四
・
六
倍

　
市
内
の
受
給
状
況
を
昭
和
五
十
↓

年
度
の
数
字
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
．

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
一
年
間

に
納
め
た
保
険
料
は
、
二
億
一
、
一
千
へ

百
万
円
で
す
が
、
年
金
と
し
て
、
み

な
さ
ん
が
受
取
っ
た
総
額
は
、
拠
出
、

福
祉
あ
わ
せ
て
十
億
八
千
二
百
九
十

三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

保
険
料
の
約
四
・
六
倍
に
あ
た
り
、
差

引
き
八
億
四
千
五
百
万
円
が
保
険
料

の
総
額
を
上
ま
わ
っ
て
市
内
に
支
払

わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
市
民
会
館
、
市
民
体
育
館
、
プ

ー
ル
、
老
人
い
こ
い
の
家
、
保
育
所

河
川
運
動
公
園
な
ど
市
民
の
生
活
環

境
施
設
の
整
備
に
国
民
年
金
の
積
立

金
か
ら
特
別
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
以
上
の
よ
う
に
、
単
年
度
で
保
険

料
額
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て
給
付

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
“
だ
れ
し
も
安
い
保
険
料
、
高
い
年

金
”
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
．
現
状
は
、

　年金制度は、長期の制度であるた

め、財政については、長期問にわた

り安定する必要がある。そのために

はいつの時代でも加入者の負担が変

わらないような保険料σ）額を決める

考えがあり、この保険料を平準保険

料といいます．

現在の保険料と

　平準保険料

金
額

B
給付費

平準保険料（5，150円1

年
金
受
給
者
の
増
加
に
加
え
、
生
活

で
き
る
年
金
と
し
て
、
額
の
引
き
上

げ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
年
金
の
給
付
に
見

合
う
保
険
料
の
負
担
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
急
激
な
引
き
上
げ
は
行
わ

ず
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
人
だ

け
負
担
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
年
金
制
度
に
お
け
る

保
険
料
の
適
正
負
担
に
つ
い
て
加
入

者
全
員
が
真
剣
に
考
え
る
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月

か
ら
月
額
二
千
七
百
三
十
円
に
な
り

ま
す
。

料
含
雪

険
魔
臥

保
る
書

た
す
頗

し
足
蟹

収
不
置

徽
し
円

に
封
際
に
冥
料
の
験
盒
保
嘩
準
民
平
国
が

年魔 平o県験料 実際像順斜 不　足　顛
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「
…
、
、
引
馴
コ

戴
　
　
　
　
　
　
国
民
伍
金

　
　
　
　
　
　
　
の
台
所

　
母
さ
ん
：
国
民
年
金
の
保
険
料

が
ま
た
引
上
げ
ら
れ
る
そ
う
だ
広

ど
、
被
保
険
者
の
多
い
家
庭
な
ど

負
担
が
か
か
っ
て
大
変
ネ
．

　
父
さ
ん
i
家
庭
の
台
所
も
苦
し

　
い
が
国
民
年
金
の
台
所
も
大
変
ら

し
い
よ
。

　
母
さ
ん
…
ど
う
し
て
な
の

　
父
さ
ん
…
農
釜
の
台
所
は
榊

加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
と
利
子
・

及
ひ
支
給
年
金
額
の
－
一
3
と
い
う

他
制
度
に
は
見
ら
れ
な
い
高
い
国

庫
負
担
㎡
、
・
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
ん

だ
が
、
肝
心
の
保
険
料
が
こ
れ
ま

　
で
、
必
要
な
額
を
相
当
下
回
っ
て

決
め
ら
れ
て
き
た
イ
キ
サ
ツ
が
あ

　
る
ん
だ
よ
。

　
母
さ
ん
…
で
も
積
立
金
が
あ
る

　
じ
ゃ
な
い
の

　
父
さ
ん
…
確
か
に
昭
和
五
十
年

頃
ま
で
は
、
受
給
者
が
少
な
い
こ

　
と
も
あ
っ
て
積
立
金
も
増
え
て
き

　
た
ん
だ
が
、
今
年
度
は
積
立
金
も

　
ほ
と
ん
ど
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な

　ら

な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
後

　
は
ま
す
ま
す
受
給
者
は
増
え
る
し

大
変
な
ん
だ
よ
。

　
母
さ
ん
…
な
る
ほ
ど
ね
ー
。
年

金
額
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ

　
と
や
受
給
者
が
増
え
た
の
で
そ
れ

　
だ
け
費
用
が
た
く
さ
ん
か
か
る
よ

　
う
に
な
っ
た
の
ね
。

榊
　
父
さ
ん
…
そ
う
な
ん
だ
。
と
こ

ろ
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
知
っ
て
い

る
か
い
。

　
母
さ
ん
…
物
価
が
あ
が
れ
ば
年

金
額
も
ふ
や
す
と
い
う
制
度
の
こ

と
。
　
父
さ
ん
…
そ
う
そ
う
、
し
か
し

物
価
ス
ラ
イ
ド
は
大
き
な
財
政
負

担
を
伴
う
も
の
な
ん
だ
ね
。

　
母
さ
ん
！
ア
ラ
ッ
、
そ
う
お
1

　
父
さ
ん
…
国
民
年
金
以
外
の
年

金
制
度
で
は
、
所
得
に
応
じ
て
保

険
料
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
は
知

　
っ
て
い
る
ね
。
こ
れ
ら
の
制
度
の

加
入
者
は
、
賃
金
が
あ
が
れ
ば
、

年
金
額
の
引
上
げ
財
源
が
自
動
的
に

カ
バ
ー
で
き
る
わ
け
だ
。
と
こ
ろ

が
国
民
年
金
は
、
定
額
保
険
料
制

榊
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
ス
ラ
イ

ド
財
源
が
そ
の
ま
ま
不
足
す
る
宿

命
に
あ
る
わ
け
…
。

　
母
さ
ん
…
な
る
ほ
ど
、
保
険
料

を
あ
げ
ざ
る
を
得
な
い
訳
ね
．
そ

れ
に
】
般
の
物
価
の
値
上
が
り
と

違
っ
て
保
険
料
の
場
合
、
将
来
大

き
く
育
っ
て
自
分
の
年
金
と
し
て

か
え
っ
て
く
る
ん
で
す
も
の
ね
。

スライドで増える年金ほころふ笑顔

保険料収入

（A）と（B）は利子を考

えると一致する

AA
制度発足当時　　　　　　　　　年次

年金のねうちを守るしくみ

　物価スライド制を採用

　現在の年金額では、将来の役に立

たないのではないか一。というよ

うな心配はまったくありません。

　年金額は数年に一度は政策改定さ

れるほか、物価が前年にくド）べて5

％以上うごいた場合、同率で年金額

を自動的に改定する物価スライド制

がとρ）れています。例えば保険料を

25年納めた場合の老齢年金額は昭和

36年に2万4千円であったものが、こ

としは、42万6，700円と当初から何ん

と約18倍にも増えました。

掛け金は年金社会のパスポートー年金手帳を大切に

輔
響
繋
蟹
頼
撫
囎
脇
讐
篠
藩
難
蔓
‘
轟
叢

年
金
の
あ
り
が
た
み
が
わ

か
り
ま
す

　
私
は
、
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、

希
望
し
て
受
給
者
に
な
り
ま
し
た
．

　
掛
け
金
を
か
け
る
と
き
は
、
ナ
ン

ギ
で
し
た
が
今
で
は
人
っ
て
い
て
良

か
っ
た
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年

金
の
使
い
道
で
す
か
？
　
医
療
費
の

一
部
に
し
た
り
、
何
ん
と
か
自
分
の

　井上キミ
　　　さん
　（西浦西）

小
遣
い
に
は
十
分
で
す
、
支
給
日
か

く
る
と
う
れ
し
く
て
朝
か
ら
ソ
ワ
ソ

ワ
で
す
よ
。
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
し
て

年
金
は
九
・
四
欝
も
上
が
る
し
・
今
で

は
年
金
の
あ
り
が
た
み
が
わ
か
り
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
さ
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
ー

加
入
は
発
足
当
時
か
ら

　
か
ら
だ
が
不
自
由
な
根
津
ヨ
シ
ノ

さ
ん
は
障
害
年
金
を
受
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
．
「
私
は
ネ
、
制
度
発
足

と
同
時
に
加
人
し
て
い
ま
し
た
の
で

脳
軟
化
症
で
倒
れ
た
と
き
、
主
治
医

か
ら
勧
め
ら
れ
て
市
役
所
へ
申
請
し

た
ん
で
す
．
保
険
料
が
高
く
な
っ
て

若
い
人
も
大
変
で
す
が
、
イ
ザ
と
い

う
と
き
保
障
が
あ
る
ん
で
す
か
ら
ー
．

嬢
“
墜
曇
簾
簾
び
受
麓
嚢
の
欝
書

　
私
も
年
金
は
も
ら
え
る
た
け
あ
り

が
た
い
と
思
り
て
い
ま
す
。

掛
け
捨
て
の
な
い
年
金
を

　
私
は
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
夫
婦

で
年
金
に
加
入
し
た
ん
で
す
。
十
年

間
掛
け
て
繰
り
上
げ
請
求
で
六
十
一
』

歳
か
ら
年
金
を
も
ら
い
始
め
、
こ
と

し
f
、
五
年
目
に
な
り
ま
す
．
年
金
額

は
二
卜
警
減
額
さ
れ
る
の
で
二
卜
万

円
ち
虹
っ
と
で
す
。
植
木
の
趣
味
や

小
遣
い
等
に
使
っ
て
い
ま
す
か
、
あ

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
ん
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
さ
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
　
ー

り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
妻
の
場
合
、
昭
和
四
卜
六
年
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
一
時

金
一
万
四
千
円
だ
け
で
し
た
。
正
直

い
っ
て
掛
け
捨
て
の
な
い
年
金
を
望

み
ま
す
。

国
年
加
入
で
生
き
生
き

　
庭
野
さ
ん
の
家
族
に
は
、
四
人
の

被
保
険
者
が
お
ら
れ
ま
す
．
隔
月
集

金
で
す
の
で
一
度
に
二
万
円
近
い
支

出
と
な
り
ま
す
．
　
。
保
険
料
の
支
払

い
は
国
民
の
義
務
で
す
し
、
将
来
四

人
が
そ
れ
そ
れ
年
金
権
が
得
ら
れ
る

こ
と
を
は
り
あ
い
に
し
て
い
る
”
と
の

こ
乏
で
し
た
．
特
に
、
、
こ
主
人
の
素
次

さ
ん
は
「
老
人
に
は
、
金
を
く
れ
る

た
け
で
な
く
、
国
や
市
で
老
人
に
楽

し
み
を
与
え
る
施
設
を
つ
く
っ
て
欲

し
い
で
す
ネ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　　　　　国民年金を支える納付組織
　　　　　　　　　　　一鉢納付組合（代表尾身スグイさん）
　去る10月21日、婦人会で運営している鉢納付組合の尾身ノブさん宅を訪ね

ました一．茶の間では、制度発足以来集金活動に活躍されている会長の尾身

スグイさん始め家主のノブさん、セキ・トク．ユウ．マサ．コトさんが明る

い笑顔で迎えてくれました。

　集金方法は、世帯数94戸、被保険者169名を10名の役員（70名σ）会員力1輪

番で役員となる）が集金にあたり、尾身スグイさんが、月末農協へ払込む方

法で行一・ており、加入者び）方々は、気持ち良く払い込んでドさっているとび）

こと 民年金は、地域の方々の理解と協力はもちろん、このような納付

組織のたゆまぬ努力で支えられていることを確信しました。

　
ほ
と
ん
ど
の
国
民
年
金
委
員
は
、
嘱

託
員
さ
ん
や
組
長
・
婦
人
会
組
織
等
が

兼
務
し
て
お
り
、
年
金
相
談
や
集
金
活

動
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

年金で明るく楽しい老後の生活



臥
略
b

年
金
に
つ
い
て
の
懇
談
会

を
計
画
i

幅
祉
年
金
は
、
七
十
歳
に
な
っ
た

と
き
、
も
ら
え
る
も
の
と
思
っ
て
い

た
ら
、
所
得
制
限
で
も
ら
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
翌
年
さ
っ
そ
く
事
業
を
子

ど
も
に
譲
り
ま
し
た
。
掛
け
金
な
し

●
　
　
　
　
　
　
松
ん
）

　
　
　
　
　
　
広
さ
範

　
　
　
　
　
　
井
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
馬

　
　
　
　
　
　
富
　
し

で
い
た
だ
け
る
の
で
す
か
ら
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

地
域
老
人
会
の
お
世
話
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
年
金
だ
け
で
生
活
し
て

い
る
老
人
が
か
な
り
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
今
後
、
年
金
に
つ
い
て

老
人
会
と
婦
人
会
の
懇
談
会
等
の
機

会
を
持
ち
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

寿
き
ん
向
答

間
　
大
正
六
年
七
月
生
ま
れ
の
女
子

で
す
か
、
厚
生
年
金
に
六
年
、
共
済

組
合
に
四
年
、
国
民
年
金
に
二
年
の

加
入
期
間
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
加
入
期
間
は
、
昭
和
三

十
六
年
四
月
以
後
の
も
の
で
す
。
わ

た
し
は
、
年
金
が
う
け
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
年
金
が

答
　
あ
な
た
の
場
合
、
国
民
年
金
な

ど
の
年
金
制
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

加
入
期
間
に
応
じ
て
通
算
老
齢
年
金

が
う
け
ら
れ
ま
す
。
通
算
老
齢
年
金

と
い
う
の
は
、
ひ
と
つ
の
年
金
制
度

た
け
で
は
期
間
か
た
り
な
く
て
老
齢

年
金
を
う
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、

加
入
し
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制

度
の
期
間
を
通
算
し
て
、
き
め
ら
れ

た
期
間
以
上
に
な
れ
ば
う
け
ら
れ
る

年
金
で
す
。
（
通
算
は
、
原
則
と
し
て

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
後
の
期
問
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
）

あ
な
た
の
年
齢
は
、
資
格
期
問
が

短
縮
さ
れ
て
十
二
年
あ
れ
ば
良
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
あ
な
た
の
場

合
、
わ
た
っ
て
き
た
年
金
期
間
を
合

計
す
る
と
十
二
年
に
な
り
ま
す
の
で

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か
ら
加
入
期

間
に
応
じ
て
、
通
算
老
齢
年
金
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
方
は
、

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

間
　
定
期
的
に
出
稼
ぎ
に
ゆ
く
三
十

五
歳
の
男
子
で
す
。
国
年
と
厚
年
を

く
り
か
え
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
年

金
が
う
け
ら
れ
ま
す
か
。

筈
　
両
制
度
の
加
入
期
間
が
合
計
で

二
十
五
年
以
上
で
あ
れ
ば
（
ひ
と
つ

の
制
度
の
加
入
期
間
は
合
計
し
て
一

年
以
上
が
通
算
）
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入

期
間
に
応
じ
て
通
算
老
齢
年
金
を
う

け
る
二
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

加
入
も
れ
期
閥
等
を
だ
さ
な
い
た
め

に
も
出
稼
ぎ
前
に
市
民
課
の
窓
口
で

勤
務
期
間
証
明
書
用
紙
（
二
枚
）
の

交
付
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。
（
『
枚
は

就
職
月
日
の
証
明
を
受
け
て
郵
送
）

な
お
出
稼
ぎ
か
ら
帰
る
と
き
、
も
う

一
枚
に
事
業
主
の
証
明
（
厚
年
期
間

の
確
認
）
を
も
ら
い
、
す
み
や
か
に

市
民
課
の
窓
口
へ
持
参
し
、
国
民
年

金
加
人
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く

た
さ
い
し

福
祉
年
金
の
支
払
期
日
は

か
わ
っ
た
の
で
す
か

問
　
今
度
、
福
祉
年
金
の
支
払
い
を

盆
、
暮
れ
に
す
る
と
聞
き
ま
し
た
が

本
当
で
す
か
。

答
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
従
来
は
丁

五
・
九
月
の
六
日
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
と
し
八
月
か
ら
、
レ
ニ
月

（
希
望
で
十
】
月
）
、
四
月
、
八
月
の

十
一
日
以
降
に
あ
ら
た
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
福
祉
年
金
手
帳
の
引

上
げ
は
、
八
月
十
『
日
に
、
手
帳
の

交
付
は
十
一
月
十
一
日
以
降
に
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
正
五
年
生
れ
以
降
の
人
…

拠
出
が
だ
め
な
ら
福
祉
と
は

い
き
ま
せ
ん
。

問
　
加
入
し
な
い
で
七
十
歳
か
ら
老

齢
年
金
か
う
け
ら
れ
ま
す
か
．

答
　
掛
け
金
な
し
の
老
齢
福
祉
年
金

は
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に
生
れ
た
人
や
、
明
治
四
十
四
年
か

ら
大
正
五
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に

生
れ
た
人
で
、
加
入
し
た
け
ど
年
数

が
た
り
な
い
と
き
な
ど
支
給
さ
れ
る

年
金
で
す
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
者
な

ど
限
ら
れ
た
人
た
ち
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
当
然
加
入
者

は
、
拠
出
が
だ
め
な
ら
福
祉
年
金
が

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
無

年
金
者
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
加

入
も
れ
や
、
保
険
料
の
未
払
い
な
ど

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
籔

年盆はしあわせ守るあなたの貯蓄
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剣瞳陰金
　国民年金は、一つの掛金で7つの年

金が保障されています。そして、その

年金額は生活水準に合わせて調整され

るほか、前年度の全国消費者物価指数

が5㌫以上変動すれば、自動改定され

ることになっています。

　7月から9．4％アップ
　　　　　　　　　拠出年金

　昭和51年度の物価は、前年にくらべ

て、9，4㌫上がりました。そこで、拠出

年金も9、4㌫引き上げられました。引き

上げ後年金額はっぎのとおりです．引

き上げは7月から。昨年は9月かρ）で

したが，今年は2ヵ月繰り上げられた

ことになります．

拠出年金額（）内は引き上げ前の額

老齢年金

　25年納付　年426，700円（390，000》

　10年年金　年269，100円（246，000）

　5年年金　年196，900円（180，000）

障書年盆

　1級障害　年541，500円（4％，000》

　2級障害　年433，200円（396，000）

母子・準母子・遺児年金

　　　　　　年433，200円（396，000）

寡婦年愈

　死亡した夫が、65歳からもらうはず

であった老齢年金額の半額

福祉年金は
　8月から11％アップ
　保険料を納めていない人がもらう福

祉年金もほぽ11㌫引上げられました．

実施は8月からで昨年より2ヵ月早く

なりました。福祉年金の支払月がっぎ

のように早められました。

　12月支払い…8月分（ことしは9月分）

　　　　　　～11月分

　4月支払い…12月分～3月分

　8月支払い…4月分～7月分
　なお、12月支払いの年金は、郵便局

へ申し出て11月にもらうこともできま

す。

福祉年金　（）内は引き上げ前の額

　老齢福祉塁盒

　　　　年　180，000円（162，000》

　障書福祉年金　1級

　　　　年270，000円（243，600｝

　障書福祉年金　2級

　　　　年　180，000円（162，000》

　母子（準母子）福祉年搬

　　　　年234，000円（211，200）

綿
　
　
　
集
金
方
法
も

　
　
　
工
夫
し
て
…

　
新
座
飽
区
（
二
・
三
・
四
V
の
国

民
年
金
委
員
を
昭
和
三
十
六
年
以

降
ず
っ
と
続
け
て
お
ら
れ
る
中
島

音
政
さ
ん
（
七
十
六
糞
）
の
と
こ

●
　
　
　
　
　
　
ん
ー

　
　
　
　
　
　
政
さ
三

　
　
　
　
　
音
　
第

　
　
　
　
　
　
　
座

　
　
　
　
　
島
　
新

　
　
　
　
　
　
中
　
　
（

ろ
へ
も
、
。
掛
け
金
は
ま
と
め
て
納

め
る
か
ら
、
み
ん
な
と
同
じ
に
年

金
が
欲
し
い
ガ
と
い
う
相
談
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
「
着
く
て
働
け
る

う
ち
は
、
年
金
の
世
話
に
な
ら
な

い
と
ソ
ッ
ポ
を
向
い
て
も
、
い
ざ

受
給
年
齢
に
な
っ
て
、
仲
間
が
年

金
を
受
け
て
い
る
の
に
、
自
分
一

人
が
取
り
残
さ
れ
た
で
は
、
寂
し

い
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
ネ
．
」
し
か

し
、
そ
れ
で
は
遅
す
ぎ
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
は
無
年
金
者
が
で

な
い
よ
う
に
集
金
方
法
を
工
夫
し

て
い
る
ん
で
す
。

函
民
年
金
㎜
灘
薦
岬
獣

国
民
鰍
金
の
保
険
料
は
・
年
金
給
　
外

付
費
だ
け
で
な
く
、
市
の
施
設
で
あ
徊

る
市
民
体
育
館
、
市
民
会
館
、
保
育
　
伽

所
、
プ
ー
ル
、
老
人
い
こ
い
の
家
，
櫨

河
川
運
動
命
内
の
野
球
峯
嚢
徽

建
設
に
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

こ
と
し
は
、
同
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

ー
ト
施
設
が
融
資
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
　
ね
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国
民
年
金
の

　
　
　
　
　
　
手
続
き
ご
案
内

国
民
年
金
に
加
入
W

蓬
酵

　
手
続
き
を
す
る
と
こ
ろ
は
、
市
民

課
国
民
年
金
係
窓
口
③
で
す
．
手
続

き
に
必
要
な
も
の
は
、
印
鑑
、
他
の

年
金
制
度
を
や
め
て
加
入
す
る
人
は
、

そ
の
組
合
員
証
ま
た
は
厚
生
年
金
被

保
険
者
証
。
国
民
年
金
に
再
加
入
す

る
人
は
、
国
民
年
金
手
帳
で
す
。

テレビで
年金知識を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
西
本
町
二
丁
目
に
お
住
い
の
井
沢

　
ム
ラ
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
、
国
民
年

　
金
の
請
求
に
市
民
課
の
窓
ロ
ヘ
お
い

　
で
に
な
り
、
通
老
．
老
齢
・
障
害
年

　
金
等
の
受
給
手
続
き
に
つ
い
て
い
ろ

　
い
ろ
係
員
の
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　以下、

受
給
手
続
き
の
あ
ら
ま
し
を

　
列
記
す
る
と
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
し
て
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
届
け
出
は
l

　
o
市
内
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
…

国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
鶴
市
外
へ
転

出
す
る
と
き
…
未
納
保
険
料
が
あ
っ

た
ら
納
め
て
、
国
民
年
金
手
帳
を
転

出
先
の
市
町
村
の
年
金
係
へ
提
示
す

る
雛
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
…
国

民
年
金
手
帳
と
印
鑑
○
他
の
年
金
に

加
入
し
た
と
き
…
あ
ら
た
に
取
得
し

た
被
保
険
者
証
（
組
合
員
証
）
と
国

民
年
金
手
帳
、
印
鑑
8
任
意
で
加
入

し
て
い
た
人
が
や
め
た
い
と
き
…
国

民
年
金
手
帳

　
以
上
す
ぐ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

で
出
ん
　
で
こ
　
く
　
く
　
年

社会保険庁提供

NST新潟総合テレピ　　σ
午飼7時半一7時45分

「きょうの健康
あすの年金」

11月20日（日》…年金が裁定されるま

11月27日（日）…大切な年金の届け

12月4日（日）…利用しようみなさ

の施設です。

ことしの7月湯之谷村地内に
o
畠
きた国民年金保養センター「

しじ」が紹介されます。

12月11日と18日…健康保険のし

みと現状　　　　　　みと現状
12月25日（日）…年金はあなたが築

　　　　　　もの。

53年1月1日…みんなで支える
　　　　　　金制度

　
年
金
を
受

　
　
　
け
る
と
き
…

　
市
民
課
国
民
年
金
係
③
の
窓
口
へ

請
求
し
ま
す
。
そ
の
際
、
印
鑑
と
六

十
歳
で
請
求
希
望
者
は
、
そ
の
年
度

の
保
険
料
領
収
書
。
支
払
い
希
望
機

関
が
農
協
や
銀
行
の
場
合
、
本
人
の

預
金
通
帳
が
必
要
で
す
。
な
お
、
●

通
算
老
齢
年
金
該
当
者
は
他
の
年

金
の
証
書
●
既
に
他
の
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
、
そ
の
年
金
証
書
●
夫

が
他
の
年
金
受
給
者
の
場
合
の
妻
は

夫
の
年
金
証
書
と
在
職
期
間
確
認
請

求
書
（
用
紙
は
年
金
係
に
あ
り
ま
す
）

●
請
求
者
の
戸
籍
抄
本
一
通
が
必
要

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
金
証
書
が
く
る
ま
で
1

　
請
求
手
続
き
を
し
て
か
ら
本
人
に

年
金
証
書
が
届
く
ま
で
、
だ
い
た
い

三
ヵ
月
位
か
か
り
ま
す
。
　
（
通
老
は

六
ヵ
月
位
）
な
お
、
年
金
支
払
い
月

は
、
老
齢
が
三
・
六
・
九
・
十
一
月

（
通
老
は
六
・
十
二
月
）
の
各
月
で
す
。

　
保
険
料
を
納

　
　
　
め
る
と
き
…

鰹蜘アンあ

国属年盒へ
　釦λしρません”．
　サラリーマング）奥さんは、夫が死亡した場

合、夫が受ける老齢年金額の半額を加給分と

して支給されるだけで、きわめて不安定な立

場にあります。たとえば、歳をとっても自分

の年金はありませんし、不幸にして障害者に

なっても何んの保障もないことになりますの

で国民年金へ任意加入する道が開かれていま

す。また、サラリーマンの奥さんだけの特典

として、ご主人が厚年や共済組合に加入して

いた期間も「カラ期間」として受給資格期間

に通算され、大変有利になっています。

　
市
で
は
、
納
付
組
合
等
を
通
じ
、

納
付
書
を
配
布
し
、
納
付
組
合
代
表

の
年
金
委
員
さ
ん
が
一
括
し
て
銀
行

や
市
農
協
へ
保
険
料
を
納
入
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
．
保
険
料
は
、
二

ヵ
月
分
づ
つ
年
六
回
に
わ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
年
分
の
保
険
料

を
一
括
し
て
納
め
る
有
利
な
前
納
制

斐
も
あ
り
ま
す
。

有
利
な
前
納
制
度
を
利
用
す
る

手
続
き
は
…

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
自
営

業
者
が
多
い
の
で
、
被
用
者
と
違
い

保
険
料
を
毎
月
納
め
る
の
が
手
間
が

か
か
っ
た
り
、
納
め
た
く
て
も
現
金

の
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
保
険
料

の
前
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
保
険
料
を
前
納
し
ま
す
と

五
分
五
厘
の
割
引
が
あ
り
ま
す
の
で

こ
れ
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
六
十
歳
に

　
　
　
　
な
っ
た
ら
：

　
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
は
原

則
的
に
は
満
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
希

望
に
よ
っ
て
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ

請
求
で
き
ま
す
。
市
役
所
は
、
保
険

料
を
か
け
終
わ
っ
た
時
点
（
満
六
十

歳
）
で
年
金
請
求
手
続
き
の
案
内
を

さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
繰
り
上
げ
請

求
し
た
場
合
、
年
金
額
は
四
十
二
響

～
十
一
督
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。
逆

に
、
年
金
を
繰
り
下
げ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
年
金
額
は
十
二
欝
～
八
十

八
欝
増
額
さ
れ
ま
す
。

擦
険
斜
麟
ギ
藩
ツ
と

納
め
よ
う

　
「
年
金
な
ん
か
歳
を
と
っ
て
か
ら
の

こ
と
だ
か
ら
、
納
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
納
め
る
よ
ー
。
」
と
い
う
人

が
い
ま
す
。
保
険
料
は
、
未
納
に
し

て
お
く
と
金
額
が
か
さ
み
納
め
る
の

が
な
お
大
変
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、

キ
チ
ン
と
納
入
し
て
い
な
い
と
、
事

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　
「
こ
し
じ
」
の
ご
利
用
を

　
県
内
で
は
じ
め
て
の
施
設
、
国
民

年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ
し
じ
」
は

去
る
七
月
、
湯
之
谷
温
泉
郷
に
完
成

し
、
大
勢
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
紅
葉
や
ス
キ
ー
を
楽
し
め
る

「
こ
し
じ
」
を
あ
な
た
も
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
・
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
…
湯
之
谷
村
大
字
葎
沢

あ
し
…
上
越
線
小
出
駅
下
車
バ
ス
で

　
　
　
1
5
分
．

申
し
込
み
方
法
…
お
申
し
込
み
は
、

直
接
、
保
養
セ
ン
ク
ー
ヘ
8
0
二
五

七
九
ー
二
－
六
一
一
一
番
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
ど
う
ぞ

利
用
料
金
…
国
民
年
金
加
入
者
、
受

給
者
の
宿
泊
（
普
）
一
泊
三
千
百
円

（
一
般
は
四
百
円
増
）
日
帰
り
五
百
円

故
に
あ
っ
た
り
、
不
幸
に
し
て
一
家

の
働
き
手
を
失
っ
た
と
き
な
ど
、
障

害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
ず
家
族
も
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
族
ま
た
は
本
人
が
障
害
あ
る
い
は
、

病
弱
、
入
院
な
ど
で
所
得
が
少
な
い

と
き
。
ま
た
は
、
そ
の
他
の
事
情
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
極
め
て
困
難

な
と
き
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
ま
た
は
障
害
年
金
を
受
け
た
と

き
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
未
納
の
ま
ま
放
っ
て

お
か
な
い
で
市
民
課
国
民
年
金
係
窓

ロ
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

濃
議
離
鰻

一
環
と
し
て
、
県
及
び
県
国
民
年
金

協
会
は
、
県
内
小
学
校
を
対
象
に
図

画
と
習
字
の
作
品
を
募
集
中
で
す
．

　
た
く
さ
ん
の
応
募
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
O
こ
と
し
の
八
月
か
ら
、
障
害

年
金
制
度
の
改
善
が
行
わ
れ
、
廃
疾

認
定
日
が
三
年
か
ら
一
年
半
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
O
あ
な
た
の
知
人
で
ま

だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
加
人
す
る
よ
う
お
す
す

め
く
だ
さ
い
．
O
冷
え
こ
み
が
厳
し

い
季
節
で
す
。
お
体
を
大
切
に
ー

老後のくらし年金加入で青信号



臥
略
b

年
金
に
つ
い
て
の
懇
談
会

を
計
画
i

幅
祉
年
金
は
、
七
十
歳
に
な
っ
た

と
き
、
も
ら
え
る
も
の
と
思
っ
て
い

た
ら
、
所
得
制
限
で
も
ら
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
翌
年
さ
っ
そ
く
事
業
を
子

ど
も
に
譲
り
ま
し
た
。
掛
け
金
な
し

●
　
　
　
　
　
　
松
ん
）

　
　
　
　
　
　
広
さ
範

　
　
　
　
　
　
井
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
馬

　
　
　
　
　
　
富
　
し

で
い
た
だ
け
る
の
で
す
か
ら
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

地
域
老
人
会
の
お
世
話
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
年
金
だ
け
で
生
活
し
て

い
る
老
人
が
か
な
り
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
今
後
、
年
金
に
つ
い
て

老
人
会
と
婦
人
会
の
懇
談
会
等
の
機

会
を
持
ち
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

寿
き
ん
向
答

間
　
大
正
六
年
七
月
生
ま
れ
の
女
子

で
す
か
、
厚
生
年
金
に
六
年
、
共
済

組
合
に
四
年
、
国
民
年
金
に
二
年
の

加
入
期
間
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
加
入
期
間
は
、
昭
和
三

十
六
年
四
月
以
後
の
も
の
で
す
。
わ

た
し
は
、
年
金
が
う
け
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
年
金
が

答
　
あ
な
た
の
場
合
、
国
民
年
金
な

ど
の
年
金
制
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

加
入
期
間
に
応
じ
て
通
算
老
齢
年
金

が
う
け
ら
れ
ま
す
。
通
算
老
齢
年
金

と
い
う
の
は
、
ひ
と
つ
の
年
金
制
度

た
け
で
は
期
間
か
た
り
な
く
て
老
齢

年
金
を
う
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、

加
入
し
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制

度
の
期
間
を
通
算
し
て
、
き
め
ら
れ

た
期
間
以
上
に
な
れ
ば
う
け
ら
れ
る

年
金
で
す
。
（
通
算
は
、
原
則
と
し
て

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
後
の
期
問
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
）

あ
な
た
の
年
齢
は
、
資
格
期
問
が

短
縮
さ
れ
て
十
二
年
あ
れ
ば
良
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
あ
な
た
の
場

合
、
わ
た
っ
て
き
た
年
金
期
間
を
合

計
す
る
と
十
二
年
に
な
り
ま
す
の
で

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か
ら
加
入
期

間
に
応
じ
て
、
通
算
老
齢
年
金
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
方
は
、

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

間
　
定
期
的
に
出
稼
ぎ
に
ゆ
く
三
十

五
歳
の
男
子
で
す
。
国
年
と
厚
年
を

く
り
か
え
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
年

金
が
う
け
ら
れ
ま
す
か
。

筈
　
両
制
度
の
加
入
期
間
が
合
計
で

二
十
五
年
以
上
で
あ
れ
ば
（
ひ
と
つ

の
制
度
の
加
入
期
間
は
合
計
し
て
一

年
以
上
が
通
算
）
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入

期
間
に
応
じ
て
通
算
老
齢
年
金
を
う

け
る
二
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

加
入
も
れ
期
閥
等
を
だ
さ
な
い
た
め

に
も
出
稼
ぎ
前
に
市
民
課
の
窓
口
で

勤
務
期
間
証
明
書
用
紙
（
二
枚
）
の

交
付
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。
（
『
枚
は

就
職
月
日
の
証
明
を
受
け
て
郵
送
）

な
お
出
稼
ぎ
か
ら
帰
る
と
き
、
も
う

一
枚
に
事
業
主
の
証
明
（
厚
年
期
間

の
確
認
）
を
も
ら
い
、
す
み
や
か
に

市
民
課
の
窓
口
へ
持
参
し
、
国
民
年

金
加
人
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
し
て
く

た
さ
い
し

福
祉
年
金
の
支
払
期
日
は

か
わ
っ
た
の
で
す
か

問
　
今
度
、
福
祉
年
金
の
支
払
い
を

盆
、
暮
れ
に
す
る
と
聞
き
ま
し
た
が

本
当
で
す
か
。

答
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
従
来
は
丁

五
・
九
月
の
六
日
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
と
し
八
月
か
ら
、
レ
ニ
月

（
希
望
で
十
】
月
）
、
四
月
、
八
月
の

十
一
日
以
降
に
あ
ら
た
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
福
祉
年
金
手
帳
の
引

上
げ
は
、
八
月
十
『
日
に
、
手
帳
の

交
付
は
十
一
月
十
一
日
以
降
に
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
正
五
年
生
れ
以
降
の
人
…

拠
出
が
だ
め
な
ら
福
祉
と
は

い
き
ま
せ
ん
。

問
　
加
入
し
な
い
で
七
十
歳
か
ら
老

齢
年
金
か
う
け
ら
れ
ま
す
か
．

答
　
掛
け
金
な
し
の
老
齢
福
祉
年
金

は
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に
生
れ
た
人
や
、
明
治
四
十
四
年
か

ら
大
正
五
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に

生
れ
た
人
で
、
加
入
し
た
け
ど
年
数

が
た
り
な
い
と
き
な
ど
支
給
さ
れ
る

年
金
で
す
。
す
な
わ
ち
、
高
齢
者
な

ど
限
ら
れ
た
人
た
ち
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
当
然
加
入
者

は
、
拠
出
が
だ
め
な
ら
福
祉
年
金
が

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
無

年
金
者
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
加

入
も
れ
や
、
保
険
料
の
未
払
い
な
ど

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
籔

年盆はしあわせ守るあなたの貯蓄

◎盈お』∬Jr3■■■■■■（第3種郵便物認可）昭和52年Il月10
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剣瞳陰金
　国民年金は、一つの掛金で7つの年

金が保障されています。そして、その

年金額は生活水準に合わせて調整され

るほか、前年度の全国消費者物価指数

が5㌫以上変動すれば、自動改定され

ることになっています。

　7月から9．4％アップ
　　　　　　　　　拠出年金

　昭和51年度の物価は、前年にくらべ

て、9，4㌫上がりました。そこで、拠出

年金も9、4㌫引き上げられました。引き

上げ後年金額はっぎのとおりです．引

き上げは7月から。昨年は9月かρ）で

したが，今年は2ヵ月繰り上げられた

ことになります．

拠出年金額（）内は引き上げ前の額

老齢年金

　25年納付　年426，700円（390，000》

　10年年金　年269，100円（246，000）

　5年年金　年196，900円（180，000）

障書年盆

　1級障害　年541，500円（4％，000》

　2級障害　年433，200円（396，000）

母子・準母子・遺児年金

　　　　　　年433，200円（396，000）

寡婦年愈

　死亡した夫が、65歳からもらうはず

であった老齢年金額の半額

福祉年金は
　8月から11％アップ
　保険料を納めていない人がもらう福

祉年金もほぽ11㌫引上げられました．

実施は8月からで昨年より2ヵ月早く

なりました。福祉年金の支払月がっぎ

のように早められました。

　12月支払い…8月分（ことしは9月分）

　　　　　　～11月分

　4月支払い…12月分～3月分

　8月支払い…4月分～7月分
　なお、12月支払いの年金は、郵便局

へ申し出て11月にもらうこともできま

す。

福祉年金　（）内は引き上げ前の額

　老齢福祉塁盒

　　　　年　180，000円（162，000》

　障書福祉年金　1級

　　　　年270，000円（243，600｝

　障書福祉年金　2級

　　　　年　180，000円（162，000》

　母子（準母子）福祉年搬

　　　　年234，000円（211，200）

綿
　
　
　
集
金
方
法
も

　
　
　
工
夫
し
て
…

　
新
座
飽
区
（
二
・
三
・
四
V
の
国

民
年
金
委
員
を
昭
和
三
十
六
年
以

降
ず
っ
と
続
け
て
お
ら
れ
る
中
島

音
政
さ
ん
（
七
十
六
糞
）
の
と
こ

●
　
　
　
　
　
　
ん
ー

　
　
　
　
　
　
政
さ
三

　
　
　
　
　
音
　
第

　
　
　
　
　
　
　
座

　
　
　
　
　
島
　
新

　
　
　
　
　
　
中
　
　
（

ろ
へ
も
、
。
掛
け
金
は
ま
と
め
て
納

め
る
か
ら
、
み
ん
な
と
同
じ
に
年

金
が
欲
し
い
ガ
と
い
う
相
談
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
「
着
く
て
働
け
る

う
ち
は
、
年
金
の
世
話
に
な
ら
な

い
と
ソ
ッ
ポ
を
向
い
て
も
、
い
ざ

受
給
年
齢
に
な
っ
て
、
仲
間
が
年

金
を
受
け
て
い
る
の
に
、
自
分
一

人
が
取
り
残
さ
れ
た
で
は
、
寂
し

い
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
ネ
．
」
し
か

し
、
そ
れ
で
は
遅
す
ぎ
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
は
無
年
金
者
が
で

な
い
よ
う
に
集
金
方
法
を
工
夫
し

て
い
る
ん
で
す
。

函
民
年
金
㎜
灘
薦
岬
獣

国
民
鰍
金
の
保
険
料
は
・
年
金
給
　
外

付
費
だ
け
で
な
く
、
市
の
施
設
で
あ
徊

る
市
民
体
育
館
、
市
民
会
館
、
保
育
　
伽

所
、
プ
ー
ル
、
老
人
い
こ
い
の
家
，
櫨

河
川
運
動
命
内
の
野
球
峯
嚢
徽

建
設
に
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

こ
と
し
は
、
同
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

ー
ト
施
設
が
融
資
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
　
ね
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国
民
年
金
の

　
　
　
　
　
　
手
続
き
ご
案
内

国
民
年
金
に
加
入
W

蓬
酵

　
手
続
き
を
す
る
と
こ
ろ
は
、
市
民

課
国
民
年
金
係
窓
口
③
で
す
．
手
続

き
に
必
要
な
も
の
は
、
印
鑑
、
他
の

年
金
制
度
を
や
め
て
加
入
す
る
人
は
、

そ
の
組
合
員
証
ま
た
は
厚
生
年
金
被

保
険
者
証
。
国
民
年
金
に
再
加
入
す

る
人
は
、
国
民
年
金
手
帳
で
す
。

テレビで
年金知識を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
西
本
町
二
丁
目
に
お
住
い
の
井
沢

　
ム
ラ
さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
、
国
民
年

　
金
の
請
求
に
市
民
課
の
窓
ロ
ヘ
お
い

　
で
に
な
り
、
通
老
．
老
齢
・
障
害
年

　
金
等
の
受
給
手
続
き
に
つ
い
て
い
ろ

　
い
ろ
係
員
の
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　以下、

受
給
手
続
き
の
あ
ら
ま
し
を

　
列
記
す
る
と
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
し
て
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
届
け
出
は
l

　
o
市
内
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
…

国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑
鶴
市
外
へ
転

出
す
る
と
き
…
未
納
保
険
料
が
あ
っ

た
ら
納
め
て
、
国
民
年
金
手
帳
を
転

出
先
の
市
町
村
の
年
金
係
へ
提
示
す

る
雛
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
…
国

民
年
金
手
帳
と
印
鑑
○
他
の
年
金
に

加
入
し
た
と
き
…
あ
ら
た
に
取
得
し

た
被
保
険
者
証
（
組
合
員
証
）
と
国

民
年
金
手
帳
、
印
鑑
8
任
意
で
加
入

し
て
い
た
人
が
や
め
た
い
と
き
…
国

民
年
金
手
帳

　
以
上
す
ぐ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

で
出
ん
　
で
こ
　
く
　
く
　
年

社会保険庁提供

NST新潟総合テレピ　　σ
午飼7時半一7時45分

「きょうの健康
あすの年金」

11月20日（日》…年金が裁定されるま

11月27日（日）…大切な年金の届け

12月4日（日）…利用しようみなさ

の施設です。

ことしの7月湯之谷村地内に
o
畠
きた国民年金保養センター「

しじ」が紹介されます。

12月11日と18日…健康保険のし

みと現状　　　　　　みと現状
12月25日（日）…年金はあなたが築

　　　　　　もの。

53年1月1日…みんなで支える
　　　　　　金制度

　
年
金
を
受

　
　
　
け
る
と
き
…

　
市
民
課
国
民
年
金
係
③
の
窓
口
へ

請
求
し
ま
す
。
そ
の
際
、
印
鑑
と
六

十
歳
で
請
求
希
望
者
は
、
そ
の
年
度

の
保
険
料
領
収
書
。
支
払
い
希
望
機

関
が
農
協
や
銀
行
の
場
合
、
本
人
の

預
金
通
帳
が
必
要
で
す
。
な
お
、
●

通
算
老
齢
年
金
該
当
者
は
他
の
年

金
の
証
書
●
既
に
他
の
年
金
を
受
け

て
い
る
人
は
、
そ
の
年
金
証
書
●
夫

が
他
の
年
金
受
給
者
の
場
合
の
妻
は

夫
の
年
金
証
書
と
在
職
期
間
確
認
請

求
書
（
用
紙
は
年
金
係
に
あ
り
ま
す
）

●
請
求
者
の
戸
籍
抄
本
一
通
が
必
要

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
金
証
書
が
く
る
ま
で
1

　
請
求
手
続
き
を
し
て
か
ら
本
人
に

年
金
証
書
が
届
く
ま
で
、
だ
い
た
い

三
ヵ
月
位
か
か
り
ま
す
。
　
（
通
老
は

六
ヵ
月
位
）
な
お
、
年
金
支
払
い
月

は
、
老
齢
が
三
・
六
・
九
・
十
一
月

（
通
老
は
六
・
十
二
月
）
の
各
月
で
す
。

　
保
険
料
を
納

　
　
　
め
る
と
き
…

鰹蜘アンあ

国属年盒へ
　釦λしρません”．
　サラリーマング）奥さんは、夫が死亡した場

合、夫が受ける老齢年金額の半額を加給分と

して支給されるだけで、きわめて不安定な立

場にあります。たとえば、歳をとっても自分

の年金はありませんし、不幸にして障害者に

なっても何んの保障もないことになりますの

で国民年金へ任意加入する道が開かれていま

す。また、サラリーマンの奥さんだけの特典

として、ご主人が厚年や共済組合に加入して

いた期間も「カラ期間」として受給資格期間

に通算され、大変有利になっています。

　
市
で
は
、
納
付
組
合
等
を
通
じ
、

納
付
書
を
配
布
し
、
納
付
組
合
代
表

の
年
金
委
員
さ
ん
が
一
括
し
て
銀
行

や
市
農
協
へ
保
険
料
を
納
入
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
．
保
険
料
は
、
二

ヵ
月
分
づ
つ
年
六
回
に
わ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
年
分
の
保
険
料

を
一
括
し
て
納
め
る
有
利
な
前
納
制

斐
も
あ
り
ま
す
。

有
利
な
前
納
制
度
を
利
用
す
る

手
続
き
は
…

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
自
営

業
者
が
多
い
の
で
、
被
用
者
と
違
い

保
険
料
を
毎
月
納
め
る
の
が
手
間
が

か
か
っ
た
り
、
納
め
た
く
て
も
現
金

の
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
保
険
料

の
前
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
保
険
料
を
前
納
し
ま
す
と

五
分
五
厘
の
割
引
が
あ
り
ま
す
の
で

こ
れ
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
六
十
歳
に

　
　
　
　
な
っ
た
ら
：

　
老
齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
は
原

則
的
に
は
満
六
十
五
歳
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
希

望
に
よ
っ
て
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ

請
求
で
き
ま
す
。
市
役
所
は
、
保
険

料
を
か
け
終
わ
っ
た
時
点
（
満
六
十

歳
）
で
年
金
請
求
手
続
き
の
案
内
を

さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
繰
り
上
げ
請

求
し
た
場
合
、
年
金
額
は
四
十
二
響

～
十
一
督
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。
逆

に
、
年
金
を
繰
り
下
げ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
年
金
額
は
十
二
欝
～
八
十

八
欝
増
額
さ
れ
ま
す
。

擦
険
斜
麟
ギ
藩
ツ
と

納
め
よ
う

　
「
年
金
な
ん
か
歳
を
と
っ
て
か
ら
の

こ
と
だ
か
ら
、
納
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
納
め
る
よ
ー
。
」
と
い
う
人

が
い
ま
す
。
保
険
料
は
、
未
納
に
し

て
お
く
と
金
額
が
か
さ
み
納
め
る
の

が
な
お
大
変
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、

キ
チ
ン
と
納
入
し
て
い
な
い
と
、
事

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　
「
こ
し
じ
」
の
ご
利
用
を

　
県
内
で
は
じ
め
て
の
施
設
、
国
民

年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
こ
し
じ
」
は

去
る
七
月
、
湯
之
谷
温
泉
郷
に
完
成

し
、
大
勢
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
紅
葉
や
ス
キ
ー
を
楽
し
め
る

「
こ
し
じ
」
を
あ
な
た
も
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
・
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
…
湯
之
谷
村
大
字
葎
沢

あ
し
…
上
越
線
小
出
駅
下
車
バ
ス
で

　
　
　
1
5
分
．

申
し
込
み
方
法
…
お
申
し
込
み
は
、

直
接
、
保
養
セ
ン
ク
ー
ヘ
8
0
二
五

七
九
ー
二
－
六
一
一
一
番
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
ど
う
ぞ

利
用
料
金
…
国
民
年
金
加
入
者
、
受

給
者
の
宿
泊
（
普
）
一
泊
三
千
百
円

（
一
般
は
四
百
円
増
）
日
帰
り
五
百
円

故
に
あ
っ
た
り
、
不
幸
に
し
て
一
家

の
働
き
手
を
失
っ
た
と
き
な
ど
、
障

害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
ず
家
族
も
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
族
ま
た
は
本
人
が
障
害
あ
る
い
は
、

病
弱
、
入
院
な
ど
で
所
得
が
少
な
い

と
き
。
ま
た
は
、
そ
の
他
の
事
情
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
極
め
て
困
難

な
と
き
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
ま
た
は
障
害
年
金
を
受
け
た
と

き
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
未
納
の
ま
ま
放
っ
て

お
か
な
い
で
市
民
課
国
民
年
金
係
窓

ロ
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

濃
議
離
鰻

一
環
と
し
て
、
県
及
び
県
国
民
年
金

協
会
は
、
県
内
小
学
校
を
対
象
に
図

画
と
習
字
の
作
品
を
募
集
中
で
す
．

　
た
く
さ
ん
の
応
募
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
O
こ
と
し
の
八
月
か
ら
、
障
害

年
金
制
度
の
改
善
が
行
わ
れ
、
廃
疾

認
定
日
が
三
年
か
ら
一
年
半
に
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。
O
あ
な
た
の
知
人
で
ま

だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
加
人
す
る
よ
う
お
す
す

め
く
だ
さ
い
．
O
冷
え
こ
み
が
厳
し

い
季
節
で
す
。
お
体
を
大
切
に
ー

老後のくらし年金加入で青信号
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市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
中
級
（
土
木
）
　
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
の
土
木
科
等
、
土
木

専
門
課
程
の
卒
業
者
（
明
年
一
、
一
月
卒

業
見
込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
十

七
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男

子
　
②
初
級
（
一
般
事
務
男
子
及
び

女
子
）
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
の
卒
業
者
（
明
年
．
、
一
月
卒
業
見

込
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

採
用
予
定
人
員
　
中
級
（
土
木
）

初
級
（
一
般
事
務
男
子
）
・
初
級
（
一

般
事
務
女
子
）
い
ず
れ
も
二
名
程
度

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
　
②
第
二
次
試
験
　
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
対
し
て
口
述
試
験
と

身
体
検
査
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
日
団

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
長
二
年
十

二
月
下
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
レ
日

町
市
役
所
で
す
．

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
市
役

所
総
務
課
又
は
、
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申
込
書
（
用

紙
は
総
務
課
へ
）
回
明
年
三
月
卒
業

見
込
の
者
は
卒
業
見
込
証
明
書
　
＠

卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒
業
見

込
者
は
前
年
の
も
の
）
②
申
込
受
付

　　お年玉つき年賀はがき

　　　一ただ今発売中一
　昭和53年新年用お年玉つき年賀はがき

は、11月ス日から市内郵便局・切手類売

さばき所て発売しています。

　ふだんごぶさたしている友人や知入に
も年賀状を贈リましょう。（＋日町郵便局）

rおかがみj　　　　　　　　「百人一首
　　　　　　　　　　　　　　歌かるた」

曲緬ロ噸輔・
　　プ．　　　　　　　　　　新焔
　　秘賢

藤の噸蕪軸
明窓会が点字カレンダーを寄贈
　十日町市明窓会（田ロ幸枝会長）では、昨年

に続き昭和53年度の点字カレンダー45部を作成

し、37名の盲人と、中魚沼、十巳町の市町村へ

それぞれ寄贈しました。

　内容はB5判24ベージに、その月々の日躍表

と、盲人たちが作った俳句、裏には年中行事な

どがはいっており、16：呂の会員が。2ヵ月あま

りかけてできあがったものです。

　同会では、第1日曜日の午前と第3火曜臼の

夜に、市公民館で例会を行っていますので、点

字に関心のある万は足を向けてほしいといって

し、ます。

鯉礪灘
嚢讃簾欝
翼驚講鰻…萎、鰯齪
鱗欝鰹獺　灘麟
ダに：雛曜繍，欝鞍鷺
、．．ン、、．翻麟灘　磁』」

　　　　昭和53年度点字力レンダー

期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
四

日
～
十
一
月
二
十
八
日
午
後
五
時
ま
で

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務

課
（
奮
七
⊥
三
こ
番
）
へ

広
域
消
防
職
員
も
募
集

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消

防
職
員
（
消
防
士
）
を
つ
ぎ
の
と
お

り
若
干
名
募
集
し
ま
す
．

受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
卒
業
者
（
明

　
　
　
で
　
　
て
な
て
同
ふ

　
」
ム
　
　
し
展
め
一
を

　
祭
「
。
放
花
集
が
年

ム
勅
離
燗
洗
疑
儲
細

　
一
　
少
を
般
室
人
関
一

　
　
　
青
」
一
茶
で
は
イ

ホ
労
祭
民
、
容
ら
テ

　
「
　
勤
ム
市
い
内
か
一

念
斌
卜
栃
奴
齪
妨
制

　
コ
し
迎
「
朝
魚
富
、
典
。

　
畳
員
を
こ
　
金
に
た
式
た

年
年
田
を
、
ア
ま
念
し

周
調
伽
磁
姉
殉
鵡
漏
臆

　
0
館
文
者
ク
イ
し
し
え

　
－
開
、
若
ラ
ア
ま
会
か

　
　
　
　
は
　
　
ガ
ど
い
に
り

年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
で
昭

和
三
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
男
子
　
②
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
に
居
住
可
能
な
者

　
③
身
長
百
五
＋
八
㎝
以
上
、
胸
囲

は
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重
五

十
㎏
以
上
、
視
力
両
眼
の
場
合
O
・
八

以
上
、
　
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五

以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
弁
色
力
正

常
、
そ
の
他
身
体
強
健
で
体
質
上
欠

陥
の
な
い
も
の
。

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
と
体
力
診
断
テ
ス
ト
　
②
第
二

次
試
験
　
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に

対
し
て
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
日
出

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
下
旬
　
場
所
等
は
受
験
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
十
日

町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
へ
次
の
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ω
受
験
申
込
書
（
用
紙
は
消
防
本

部
へ
）
回
身
上
調
書
的
最
終
卒
業
学

校
の
成
績
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
の

者
は
前
年
の
も
の
）
　
②
申
込
受
付

期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
四
日

～
十
一
月
二
十
八
日
午
後
五
時
ま
で

そ
の
他
　
詳
し
く
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
総
務
課
（
8
七
－
一
五
五
五

番
）
へ
。

し
尿
浄
化
槽
設
置
者

　
　
　
　
　
研
修
会
を
開
催

　
最
近
し
尿
浄
化
槽
の
急
速
な
普
及

に
伴
い
、
浄
化
槽
の
設
備
不
良
、
維

持
管
理
及
び
使
用
方
法
の
不
備
等
で

い
ろ
い
ろ
な
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
た
め
、
十
日
町
保
健
所
、
十

日
町
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

消
し
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
し
尿
浄
化
槽
設
置
者
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
．

　
今
回
は
、
前
回
の
研
修
会
に
出
席

さ
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
つ
ぎ

の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
．

期
日
　
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

受
付
時
間
　
午
後
一
時
半
（
研
修
会

は
午
後
二
時
～
四
時
）

研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
の
構
造

に
つ
い
て
　
②
し
尿
浄
化
槽
の
適
正

使
用
及
び
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

持
参
品
　
案
内
通
知
の
ハ
ガ
キ
と
昭

和
五
十
二
年
度
第
一
回
及
び
第
二
回

放
流
水
検
査
結
果
通
知
書

「
不
自
由
な
わ
が
子
を
育
て

る
父
母
の
手
記
」
を
募
集
－

　
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
「
不
自
由
な
わ
が
子

を
育
て
る
父
母
の
手
記
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

題
名
・
内
容
　
題
名
は
自
由
．
内
容

は
不
自
由
な
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い

る
日
常
生
活
の
記
録
を
中
心
に
、
で

き
る
だ
け
具
体
的
に
書
い
た
も
の
。

字
数
　
四
千
字
前
後
．
原
稿
の
終
わ

り
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
お
子

さ
ん
の
病
名
、
年
齢
、
氏
名
を
明
記

の
こ
と
。

応
募
資
格
　
肢
体
不
自
由
児
父
母

応
募
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月

十
日
～
十
二
月
十
日

送
付
先
　
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会

「
は
げ
み
」
編
集
部
体
験
記
係
（
東

京
都
豊
島
区
東
池
袋
〒
三
⊥
五
）

（第3種郵便物認可）昭和52年目月10日とお』げ53（11）

　
下
条
地
区
は
、
二
十
七
部
落
か
ら

な
り
　
地
区
公
民
館
を
中
心
に
、
上

新
田
、
上
組
、
下
組
、
東
下
組
の
四

分
館
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
下
条
地
区
公
民
館
は
、
現
在
新
築

中
で
、
新
年
開
館
を
め
ざ
し
急
ピ
・

チ
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
は

成が楽しみ
とりで・下条地区公民館・

新
り

室
数
が
少
な

く
皆
さ
ん
に

不
自
由
を
お

掛
け
し
て

ま
し
た
が

新
館
完
成
後

は
お
気
軽
に

ご
利
用
い
た

だ
け
る
も
の

と
思
・
て

ま
す
。

　
公
民
館
活

動
の
中
か
ら

い
く
つ
カ
を

ご
紹
介
し
ま

す
。
　
下
条
婦
人

学
級
で
は
、

手
芸
、
料
理

書
き
つ
け
の

三
つ
を
や
’

て
お
り
、
毎

月
一
回
地
区
公
民
館
で
学
習
し
て

ま
す
．
手
芸
コ
ー
ス
は
、
全
く
の
初

毛
者
か
ビ
　
、
　
、
．
一
年
の
経
験
者
ま

で
人
り
ま
じ
・
て
和
気
あ
い
あ
　
と

砂
絵
か
ら
編
物
と
、
多
様
な
も
の
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
料
理
コ
ー
ス
は

三
十
数
名
の
人
達
が
家
族
の
健
康
は

自
分
達
の
手
で
、
と
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。
書
き
つ
け
コ
ー
ス
で
は
、
♪

々
の
書
き
つ
ゴ
は
自
分
達
で
と
少
人

数
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
．

　
東
下
組
家
庭
教
育
講
座
で
は
、
高

校
生
の
意
識
や
後
継
ぎ
の
こ
と
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
勉
強
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
お
カ
あ
さ
ん
の

勉
強
室
で
は
、
家
庭
教
育
を
中
心
に

月
一
度
の
夜
間
学
習
を
行
っ
．
て
い
ま

す
。
　
公
民
館
に
集
ま
る
お
母
さ
ん
方
は

忙
し
い
中
を
じ
ょ
う
ず
に
や
り
く
り

し
余
暇
を
作
り
出
し
て
い
る
人
達
で

す
。
忙
し
い
人
ほ
ど
余
暇
時
間
を
じ

ょ
う
ず
に
使
う
と
　
わ
れ
ま
す
が
、

公
民
館
に
き
て
勉
強
し
よ
う
と
す
る

意
欲
が
、
子
供
達
に
よ
い
影
響
を
与

え
て
　
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
と
し
よ
り
を
対
象
に
講

座
や
焼
物
数
室
も
開
設
し
ま
し
た
．

　
来
年
は
、
一
般
の
方
へ
も
輪
を
広

げ
た
　
と
思
い
ま
す
。
分
館
で
は
、

水
沢
チ
ー
ム
が
優
勝

　
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
に
参
加

す
る
機
会
の
少
な
い
婦
人
を
対
象
と

し
て
六
月
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
た
婦

人
体
育
教
室
も
十
月
い
っ
ぱ
い
で
終

了
。
期
間
中
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

や
体
操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
、
・
・

ン
ト
ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど
に
多

勢
の
お
母
さ
ん
方
が
汗
を
流
し
ま
し

た
。
　
こ
う
し
た
地
域
婦
人
の
健
康
増
進

と
明
る
い
仲
間
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
去
る
十
月
二
十
八
日
、
十
日
町

中
学
校
体
育
館
で
第
二
回
婦
人
体
育

教
室
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

優
勝
　
水
沢
婦
人
体
育
教
室

二
位
　
十
日
町
婦
人
体
育
教
室
A

一
、
一
位
　
中
条
婦
人
体
育
教
室
A

　
こ
だ
ま
号

　
　
本
の
回
収
に
ご
協
力
を

　
自
動
車
文
庫
〃
こ
だ
ま
号
”
は
十

一
月
末
で
運
転
を
休
止
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
十
一
月
中
旬

以
降
の
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
最
後

の
巡
回
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年

借
り
て
ま
だ
返
却
し
て
い
な
い
本

は
必
ず
最
後
の
巡
回
日
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
下
条
婦
人
学
級
「
料
理
コ
ー
ス
』

民
踊
、
民
謡
、
詩
吟
な
ど
も
月
二
回

位
の
割
合
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
文
集
「
東
下
組
の
わ
た

し
」
の
発
行
、
地
区
体
協
、
地
区
婦

人
会
、
地
区
公
民
館
三
者
で
「
広
報

げ
じ
ょ
う
」
の
発
行
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
　
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
よ
り
ど
，

こ
ろ
で
あ
り
　
地
区
の
茶
の
間
と
し

て
気
楽
に
集
ま
れ
る
二
と
を
モ
、

1
に
し
て
運
営
し
て
い
き
た
し
と
思

　
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
大
渕
）

飲んだら乗るな！ノ●●●●●●●●●●●●●●●●●

　294，982件一こび）数字は昨年、酒酔い、酒気帯び運転で検挙さ

れた件数です。

　飲酒運転び）恐ろしさは誰れも知一・ています。しかし、いまだに平

気で飲酒運転をする悪質なドライバーは多いのです・今年も7月ま

でに、飲酒運転が原因で625件o）死亡事故が発生しています。

　飲酒運転、ヒいえば、すぐ四輪車を連想しがウ）ですが、オートバイ

や自転車グ）飲酒運転｛、少なくありません．

　「飲んだら運転しない」「運転するときは飲まない、飲ませない」

「飲んだ者には運転させない」という鉄則を守一・て、みんなが力を合

わせて飲酒運転をなくし圭しよう。

　　　　　　　　　　　　最優秀賞に広田君と高橋君

　　　　　　　　　　　　新潟県が、県内小学校児童を対象に募

　　　　　　　　　　　集した自然保護ポスターで十’日町小学校

　　　　　　　　　　　グ）広田政康君（四年生）が最優秀賞を受

　　　　　　　　　　　賞しました．
　　　　　　　　　　　　また、河川・海岸愛護ポスターに応募

　　　　　　　　　　　した同校び）高橋雅彦君（hl年生）が最優

　　　　　　　　　　　秀賞に、庭野美弘君（’1二年生）庭野繁美

　　　　　　　　　　　さん（’：二年生）《、優秀賞に選ばれました。

　　　　　　　　　　　　最優秀賞び）二人σ）作品は、それぞれ来

　　　　　　　　　　　年度の環境週間、河川・海岸愛護月間に

　高橋雅彦君と広田政康君　　県内に配布されます・

大
池
躯

飛
一
小
池
谷
分
校
完
成

　
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い
た
大

池
小
学
校
と
飛
渡
第
一
小
学
校
池
谷

分
校
の
改
築
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
．

十
一
月
か
ら
新
教
室
’
、
、
勉
強
が
は
じ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
両
校
は
、
老
朽
化
に
伴
う
危
険
校

舎
の
解
消
と
冬
期
間
の
除
雪
対
策
を

考
慮
し
て
、
大
池
小
学
校
が
八
百
二

十
万
円
、
池
谷
分
校
が
一
千
三
百
八

十
八
万
円
の
工
事
費
で
、
八
月
L
旬

に
着
L
し
た
も
の
で
す

八　　’伽　　　　　　　　　　飛一小池谷分校

お出かけや出稼ぎのとき、タバコは市内で買いましょう



Qo
略
や

（「10
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市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
中
級
（
土
木
）
　
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
の
土
木
科
等
、
土
木

専
門
課
程
の
卒
業
者
（
明
年
一
、
一
月
卒

業
見
込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
十

七
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男

子
　
②
初
級
（
一
般
事
務
男
子
及
び

女
子
）
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
の
卒
業
者
（
明
年
．
、
一
月
卒
業
見

込
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

採
用
予
定
人
員
　
中
級
（
土
木
）

初
級
（
一
般
事
務
男
子
）
・
初
級
（
一

般
事
務
女
子
）
い
ず
れ
も
二
名
程
度

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
　
②
第
二
次
試
験
　
第
一
次
試

験
の
合
格
者
に
対
し
て
口
述
試
験
と

身
体
検
査
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
日
団

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
長
二
年
十

二
月
下
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
レ
日

町
市
役
所
で
す
．

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
市
役

所
総
務
課
又
は
、
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申
込
書
（
用

紙
は
総
務
課
へ
）
回
明
年
三
月
卒
業

見
込
の
者
は
卒
業
見
込
証
明
書
　
＠

卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒
業
見

込
者
は
前
年
の
も
の
）
②
申
込
受
付

　　お年玉つき年賀はがき

　　　一ただ今発売中一
　昭和53年新年用お年玉つき年賀はがき

は、11月ス日から市内郵便局・切手類売

さばき所て発売しています。

　ふだんごぶさたしている友人や知入に
も年賀状を贈リましょう。（＋日町郵便局）

rおかがみj　　　　　　　　「百人一首
　　　　　　　　　　　　　　歌かるた」

曲緬ロ噸輔・
　　プ．　　　　　　　　　　新焔
　　秘賢

藤の噸蕪軸
明窓会が点字カレンダーを寄贈
　十日町市明窓会（田ロ幸枝会長）では、昨年

に続き昭和53年度の点字カレンダー45部を作成

し、37名の盲人と、中魚沼、十巳町の市町村へ

それぞれ寄贈しました。

　内容はB5判24ベージに、その月々の日躍表

と、盲人たちが作った俳句、裏には年中行事な

どがはいっており、16：呂の会員が。2ヵ月あま

りかけてできあがったものです。

　同会では、第1日曜日の午前と第3火曜臼の

夜に、市公民館で例会を行っていますので、点

字に関心のある万は足を向けてほしいといって

し、ます。

鯉礪灘
嚢讃簾欝
翼驚講鰻…萎、鰯齪
鱗欝鰹獺　灘麟
ダに：雛曜繍，欝鞍鷺
、．．ン、、．翻麟灘　磁』」

　　　　昭和53年度点字力レンダー

期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
四

日
～
十
一
月
二
十
八
日
午
後
五
時
ま
で

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務

課
（
奮
七
⊥
三
こ
番
）
へ

広
域
消
防
職
員
も
募
集

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消

防
職
員
（
消
防
士
）
を
つ
ぎ
の
と
お

り
若
干
名
募
集
し
ま
す
．

受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
卒
業
者
（
明

　
　
　
で
　
　
て
な
て
同
ふ

　
」
ム
　
　
し
展
め
一
を

　
祭
「
。
放
花
集
が
年

ム
勅
離
燗
洗
疑
儲
細

　
一
　
少
を
般
室
人
関
一

　
　
　
青
」
一
茶
で
は
イ

ホ
労
祭
民
、
容
ら
テ

　
「
　
勤
ム
市
い
内
か
一

念
斌
卜
栃
奴
齪
妨
制

　
コ
し
迎
「
朝
魚
富
、
典
。

　
畳
員
を
こ
　
金
に
た
式
た

年
年
田
を
、
ア
ま
念
し

周
調
伽
磁
姉
殉
鵡
漏
臆

　
0
館
文
者
ク
イ
し
し
え

　
－
開
、
若
ラ
ア
ま
会
か

　
　
　
　
は
　
　
ガ
ど
い
に
り

年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
で
昭

和
三
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
男
子
　
②
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
に
居
住
可
能
な
者

　
③
身
長
百
五
＋
八
㎝
以
上
、
胸
囲

は
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重
五

十
㎏
以
上
、
視
力
両
眼
の
場
合
O
・
八

以
上
、
　
一
眼
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五

以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
弁
色
力
正

常
、
そ
の
他
身
体
強
健
で
体
質
上
欠

陥
の
な
い
も
の
。

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
と
体
力
診
断
テ
ス
ト
　
②
第
二

次
試
験
　
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に

対
し
て
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行
う
。

試
験
の
期
日
と
場
所
　
①
第
一
次
試

験
　
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
日
出

②
第
二
次
試
験
　
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
下
旬
　
場
所
等
は
受
験
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
十
日

町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
へ
次
の
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ω
受
験
申
込
書
（
用
紙
は
消
防
本

部
へ
）
回
身
上
調
書
的
最
終
卒
業
学

校
の
成
績
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
の

者
は
前
年
の
も
の
）
　
②
申
込
受
付

期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
四
日

～
十
一
月
二
十
八
日
午
後
五
時
ま
で

そ
の
他
　
詳
し
く
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
総
務
課
（
8
七
－
一
五
五
五

番
）
へ
。

し
尿
浄
化
槽
設
置
者

　
　
　
　
　
研
修
会
を
開
催

　
最
近
し
尿
浄
化
槽
の
急
速
な
普
及

に
伴
い
、
浄
化
槽
の
設
備
不
良
、
維

持
管
理
及
び
使
用
方
法
の
不
備
等
で

い
ろ
い
ろ
な
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
た
め
、
十
日
町
保
健
所
、
十

日
町
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

消
し
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
し
尿
浄
化
槽
設
置
者
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
．

　
今
回
は
、
前
回
の
研
修
会
に
出
席

さ
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
つ
ぎ

の
日
程
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
．

期
日
　
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

受
付
時
間
　
午
後
一
時
半
（
研
修
会

は
午
後
二
時
～
四
時
）

研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
の
構
造

に
つ
い
て
　
②
し
尿
浄
化
槽
の
適
正

使
用
及
び
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

持
参
品
　
案
内
通
知
の
ハ
ガ
キ
と
昭

和
五
十
二
年
度
第
一
回
及
び
第
二
回

放
流
水
検
査
結
果
通
知
書

「
不
自
由
な
わ
が
子
を
育
て

る
父
母
の
手
記
」
を
募
集
－

　
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
「
不
自
由
な
わ
が
子

を
育
て
る
父
母
の
手
記
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

題
名
・
内
容
　
題
名
は
自
由
．
内
容

は
不
自
由
な
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い

る
日
常
生
活
の
記
録
を
中
心
に
、
で

き
る
だ
け
具
体
的
に
書
い
た
も
の
。

字
数
　
四
千
字
前
後
．
原
稿
の
終
わ

り
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
お
子

さ
ん
の
病
名
、
年
齢
、
氏
名
を
明
記

の
こ
と
。

応
募
資
格
　
肢
体
不
自
由
児
父
母

応
募
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月

十
日
～
十
二
月
十
日

送
付
先
　
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会

「
は
げ
み
」
編
集
部
体
験
記
係
（
東

京
都
豊
島
区
東
池
袋
〒
三
⊥
五
）
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下
条
地
区
は
、
二
十
七
部
落
か
ら

な
り
　
地
区
公
民
館
を
中
心
に
、
上

新
田
、
上
組
、
下
組
、
東
下
組
の
四

分
館
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
下
条
地
区
公
民
館
は
、
現
在
新
築

中
で
、
新
年
開
館
を
め
ざ
し
急
ピ
・

チ
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
は

成が楽しみ
とりで・下条地区公民館・

新
り

室
数
が
少
な

く
皆
さ
ん
に

不
自
由
を
お

掛
け
し
て

ま
し
た
が

新
館
完
成
後

は
お
気
軽
に

ご
利
用
い
た

だ
け
る
も
の

と
思
・
て

ま
す
。

　
公
民
館
活

動
の
中
か
ら

い
く
つ
カ
を

ご
紹
介
し
ま

す
。
　
下
条
婦
人

学
級
で
は
、

手
芸
、
料
理

書
き
つ
け
の

三
つ
を
や
’

て
お
り
、
毎

月
一
回
地
区
公
民
館
で
学
習
し
て

ま
す
．
手
芸
コ
ー
ス
は
、
全
く
の
初

毛
者
か
ビ
　
、
　
、
．
一
年
の
経
験
者
ま

で
人
り
ま
じ
・
て
和
気
あ
い
あ
　
と

砂
絵
か
ら
編
物
と
、
多
様
な
も
の
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
料
理
コ
ー
ス
は

三
十
数
名
の
人
達
が
家
族
の
健
康
は

自
分
達
の
手
で
、
と
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。
書
き
つ
け
コ
ー
ス
で
は
、
♪

々
の
書
き
つ
ゴ
は
自
分
達
で
と
少
人

数
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
．

　
東
下
組
家
庭
教
育
講
座
で
は
、
高

校
生
の
意
識
や
後
継
ぎ
の
こ
と
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
勉
強
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
お
カ
あ
さ
ん
の

勉
強
室
で
は
、
家
庭
教
育
を
中
心
に

月
一
度
の
夜
間
学
習
を
行
っ
．
て
い
ま

す
。
　
公
民
館
に
集
ま
る
お
母
さ
ん
方
は

忙
し
い
中
を
じ
ょ
う
ず
に
や
り
く
り

し
余
暇
を
作
り
出
し
て
い
る
人
達
で

す
。
忙
し
い
人
ほ
ど
余
暇
時
間
を
じ

ょ
う
ず
に
使
う
と
　
わ
れ
ま
す
が
、

公
民
館
に
き
て
勉
強
し
よ
う
と
す
る

意
欲
が
、
子
供
達
に
よ
い
影
響
を
与

え
て
　
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
と
し
よ
り
を
対
象
に
講

座
や
焼
物
数
室
も
開
設
し
ま
し
た
．

　
来
年
は
、
一
般
の
方
へ
も
輪
を
広

げ
た
　
と
思
い
ま
す
。
分
館
で
は
、

水
沢
チ
ー
ム
が
優
勝

　
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
に
参
加

す
る
機
会
の
少
な
い
婦
人
を
対
象
と

し
て
六
月
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
た
婦

人
体
育
教
室
も
十
月
い
っ
ぱ
い
で
終

了
。
期
間
中
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

や
体
操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
、
・
・

ン
ト
ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な
ど
に
多

勢
の
お
母
さ
ん
方
が
汗
を
流
し
ま
し

た
。
　
こ
う
し
た
地
域
婦
人
の
健
康
増
進

と
明
る
い
仲
間
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
去
る
十
月
二
十
八
日
、
十
日
町

中
学
校
体
育
館
で
第
二
回
婦
人
体
育

教
室
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

優
勝
　
水
沢
婦
人
体
育
教
室

二
位
　
十
日
町
婦
人
体
育
教
室
A

一
、
一
位
　
中
条
婦
人
体
育
教
室
A

　
こ
だ
ま
号

　
　
本
の
回
収
に
ご
協
力
を

　
自
動
車
文
庫
〃
こ
だ
ま
号
”
は
十

一
月
末
で
運
転
を
休
止
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
十
一
月
中
旬

以
降
の
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
最
後

の
巡
回
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年

借
り
て
ま
だ
返
却
し
て
い
な
い
本

は
必
ず
最
後
の
巡
回
日
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
下
条
婦
人
学
級
「
料
理
コ
ー
ス
』

民
踊
、
民
謡
、
詩
吟
な
ど
も
月
二
回

位
の
割
合
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
文
集
「
東
下
組
の
わ
た

し
」
の
発
行
、
地
区
体
協
、
地
区
婦

人
会
、
地
区
公
民
館
三
者
で
「
広
報

げ
じ
ょ
う
」
の
発
行
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
　
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
よ
り
ど
，

こ
ろ
で
あ
り
　
地
区
の
茶
の
間
と
し

て
気
楽
に
集
ま
れ
る
二
と
を
モ
、

1
に
し
て
運
営
し
て
い
き
た
し
と
思

　
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
大
渕
）

飲んだら乗るな！ノ●●●●●●●●●●●●●●●●●

　294，982件一こび）数字は昨年、酒酔い、酒気帯び運転で検挙さ

れた件数です。

　飲酒運転び）恐ろしさは誰れも知一・ています。しかし、いまだに平

気で飲酒運転をする悪質なドライバーは多いのです・今年も7月ま

でに、飲酒運転が原因で625件o）死亡事故が発生しています。

　飲酒運転、ヒいえば、すぐ四輪車を連想しがウ）ですが、オートバイ

や自転車グ）飲酒運転｛、少なくありません．

　「飲んだら運転しない」「運転するときは飲まない、飲ませない」

「飲んだ者には運転させない」という鉄則を守一・て、みんなが力を合

わせて飲酒運転をなくし圭しよう。

　　　　　　　　　　　　最優秀賞に広田君と高橋君

　　　　　　　　　　　　新潟県が、県内小学校児童を対象に募

　　　　　　　　　　　集した自然保護ポスターで十’日町小学校

　　　　　　　　　　　グ）広田政康君（四年生）が最優秀賞を受

　　　　　　　　　　　賞しました．
　　　　　　　　　　　　また、河川・海岸愛護ポスターに応募

　　　　　　　　　　　した同校び）高橋雅彦君（hl年生）が最優

　　　　　　　　　　　秀賞に、庭野美弘君（’1二年生）庭野繁美

　　　　　　　　　　　さん（’：二年生）《、優秀賞に選ばれました。

　　　　　　　　　　　　最優秀賞び）二人σ）作品は、それぞれ来

　　　　　　　　　　　年度の環境週間、河川・海岸愛護月間に

　高橋雅彦君と広田政康君　　県内に配布されます・

大
池
躯

飛
一
小
池
谷
分
校
完
成

　
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
い
た
大

池
小
学
校
と
飛
渡
第
一
小
学
校
池
谷

分
校
の
改
築
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
．

十
一
月
か
ら
新
教
室
’
、
、
勉
強
が
は
じ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
両
校
は
、
老
朽
化
に
伴
う
危
険
校

舎
の
解
消
と
冬
期
間
の
除
雪
対
策
を

考
慮
し
て
、
大
池
小
学
校
が
八
百
二

十
万
円
、
池
谷
分
校
が
一
千
三
百
八

十
八
万
円
の
工
事
費
で
、
八
月
L
旬

に
着
L
し
た
も
の
で
す

八　　’伽　　　　　　　　　　飛一小池谷分校

お出かけや出稼ぎのとき、タバコは市内で買いましょう
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コ
、
・
、
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

吉
田
集
会
所
オ
ー
プ
ン

　
市
で
は
、
住
民
の
社
会
教
育
、
生

涯
教
育
の
場
と
し
て
地
区
公
民
館
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
た
同

時
に
、
小
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　　　　　　　　　覇

完成した吉田集会所

ヨ
ン
の
場
、
語
ら
い
の
場
と
し
て
集

会
所
の
建
設
も
進
め
て
お
り
、
こ
の

ほ
ど
吉
田
集
会
所
が
完
成
し
ま
し
た
．

　
．
あ
集
会
所
は
、
通
産
省
の
工
業

再
配
置
促
進
費
補
助
制
度
に
も
と
づ

き
、
総
工
費
三
千
三
百
八
十
万
円
で

吉
田
山
谷
地
内
に
去
る
七
月
十
九
日

着
工
、
十
月
二
十
日
完
成
．
十
一
月

か
ら
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。　
地
元
で
は
、
吉
田
集
会
所
管
理
組

合
を
設
け
、
自
主
的
な
管
理
運
営
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
勤
労
青

少
年
を
は
じ
め
、
婦
人
、
老
人
の
集

い
の
場
と
し
て
、
ま
た
各
種
会
議
、

料
理
講
習
、
講
演
会
、
そ
の
他
冠
婚

葬
祭
、
仕
事
な
ど
生
活
改
善
セ
ン
タ

㎜Fr　轡しご瞬跨費養⑩

謡鯖r群岬　i
　白菜の4～5％の塩で漬けます。

漬け込んで水が上がってきたら食　　　　勇．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もべられまずが、食べ頃は1週間く　　　　　　　　　’

らいからです。常に木ぶたの上に

水が上がるくらいのおもしをして

ε謂計臼の当たら胤椥　　鷺
　11月頃漬けて翌年2～3月頃まで食べ続けたい場合は2ミ

欝轟黙緯座裂欄翌蹄轟1
窪撚臨も灘茎芝隣をのせま眺水l

ll鞍饗1麟1薦1
が強いと、水分が抜け過ぎてすじっぽくなります。

　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
　
会

　
　
　
　
建
　
　
　
　
教
所
小

　
　
　
　
階
　
　
　
理
便
・

　
　
　
　
3
　
　
　
　
調
・
室

要
麗
↓
　
㈲
鑛

概
月
月
リ
㎡
置
3
6
警

の
7
m
ク
㎡
路
物
（
・
室

般
畔
畔
巧
㎜
姐
蝋
鰹
賄
鎌
室

施
和
和
筋
　

車
集
用
大
議

　
　
昭
昭
鉄
積
積
》
》
　
》

　
　
工
毒
響
雌
瀦

　
　
碧
竣
構
敷
鑑
《
《
　
《

1
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

須
藤
さ
ん
銀
メ
ダ
ル

　
去
る
十
月
＋
五
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
た
第
十
三
回
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
全
国
大
会
で
、
須
藤
↓

彦
さ
ん
（
川
治
下
町
三
）
は
銀
メ
ダ

褻

几
を
獲
得
さ
れ
支
し
た

　
須
藤
さ
ん
は
．
幼
少
の
頃
交
通
箏

故
て
左
足
を
切
断
し
主
し
た
か
、
こ

の
大
会
で
百
M
競
走
ド
肢
切
断
者
の

部
に
出
場
し
、
見
事
二
位
に
な
月
た

も
の
’
、
k
す
。

福
島
さ
ん
は

　
洋
裁
部
門
で
金
メ
ダ
ル

　
去
る
十
月
二
十
互
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
、
千
葉
市
で
行
わ
れ
た
全
国

身
体
障
害
者
技
能
競
技
会
の
洋
裁
部

門
で
、
福
島
ク
ニ
江
さ
ん
（
四
日
町

第
一
）
が
金
賞
を
獲
得
、
金
メ
ダ
ル

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
身
体
障
害
者
に
技
能

労
働
者
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を
持

っ
て
も
ら
い
、
社
会
的
地
位
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
は
じ
ま
っ
た

灘
　
社
会
福
祉
事
務
所
は
、
市
役
所
正

面
玄
関
を
入
っ
て
左
側
の
一
番
奥
に

位
置
し
、
三
係
と
日
赤
、
共
募
、
社

協
の
書
記
と
で
つ
ぎ
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
社
会
係
　
庶
務
全
般
、
予
算
、
経

理
、
市
営
住
宅
入
居
、
建
設
、
青
少

年
問
題
協
議
会
、
保
護
司
事
務
、
児

童
手
当
、
公
務
扶
助
料
、
弔
慰
金
、

軍
人
恩
給
関
係
、
母
子
福
祉
な
ど
。

　
福
祉
係
　
児
童
福
祉
（
保
育
所
入

退
所
、
建
設
、
恵
ま
れ
な
い
児
童
や

知
恵
お
く
れ
児
童
等
の
相
談
、
措
置

の
仕
事
）
　
老
人
福
祉
（
老
人
ク
ラ

ブ
、
老
人
ホ
ー
ム
入
所
、
ね
た
き
り

老
人
、
単
独
老
人
等
の
相
談
や
家
庭

奉
仕
員
の
派
遣
事
業
、
老
人
医
療
関

係
業
務
な
ど
）

　
保
護
係
　
地
区
を
分
担
し
て
担
当

員
が
生
活
保
護
の
仕
事
、
低
所
得
者

家
庭
に
対
す
る
相
談
、
助
言
　
●
身

体
障
害
者
福
祉
で
は
手
帳
の
交
付
や

補
装
具
の
交
付
、
更
生
医
療
や
相
談

助
言
　
●
精
神
薄
弱
者
福
祉
で
は
療

育
手
帳
の
交
付
、
施
設
入
所
手
続
き

相
談
助
言
な
ど
。

　
日
赤
、
社
協
、
共
募
に
つ
い
て
は

専
任
職
員
一
名
で
福
祉
団
体
育
成
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
発
、
地
域
福
祉
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
根
津
社
会
福
祉
事
務
所
長
V

　
』
　
サ

　
や
賑

O

　
覧

一
雨
ご
と
に

　
　
　
し

繋
気
鵯

し
象
よ
る
。

　
腎

一
食
ご
と
に

　
　
　
◎

牧
の
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＋
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．
．
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中
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西
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各
一
部
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本
町
五
丁
目
の
一
部

▼
十
一
月
二
十
二
日
㈹
　
午
前
八
時

半
～
正
午
ま
で
　
北
鐙
坂
（
上
ノ
山
）

　
▼
十
一
月
二
十
二
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㈹
　
午
後
】

時
～
四
時
ま
で
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田
山
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▼
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之
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大
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岩
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、
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、
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寺
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あ
り
が
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本
町
五
・
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丁
目
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年
部
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、
二
万
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▼
東
北
電
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防
犯
灯
＋

一
個交

通
事
故
防
止
に
百
万
円

　
こ
の
ほ
ど
村
山
正
男
（
伊
達
第
一
）

さ
ん
は
、
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
市
に
百
万
円
寄
付
し
ま

し
た
。

■市勢／人ロ…50，509人（男24，688・女25，821人）／世帯数…”，934／面積…21L44k㎡（10月1日現在）

事やガ瀬き6の痴
　11月23日、織物会館ホールで盛大にeq市民きも

のの集い，，が開催された。これは、織物協同組合

が、よリ多くの市民に、きものの良さを知ってほ

しいと計画したもので、お茶会や琴の温習会、日

本舞踊などの伝統芸を心ゆくまで楽しんだ。
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　　　口254号□


